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どんな図形の面矛責も

早く キモト・プラニは、任意

正:石崔にの白色図形を黒い台紙の上

簡単に繁差罐駕篭鳥
学的に円筒軸方向に走交しますと、白い図
形部分のみが反射光となって光電管に受光

きれます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累穣することによっ

て、図形の而穣を平方センチメートルで表

示する商精度のデジタル面識測定機です。

キモト・プラニは、機織部、独立同期電源

部および､ｶｳﾝﾀｰ部分よりなっており

ます。

本機は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森湖調査等各部門に広く活用で

きます。

キモト･~スラー

株式篝社乞もと

キモI一・~壱二
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本社東京者隊斤宿区祈宿2-13TEL354-0361"
大阪営難所大阪市南区上木町忍-613-3TEL763-0891"

－

デンドロメータⅡ型(改良型日林協測樹器）愈々発売
35,000円（送料共）

形式主な改良点(20mテープ1,500｢I1)

i間さ147mm亜肚j160ga.プリズムと接眼孔の間隔を広げてプリズムによる
巾150mm 徹を見易くした。

長さ151mmb・樹高測定専用の照準装世をつけた。
C.目盛板を大きくして見易くし，指漂ふり子も長く

概要して測定暗度の向上をはかった。
この測樹器は，従来ご愛顧をも、ただいておりさしたデd.コンパスの代りとして使川できるよう専用の照準
ソドロメーターに更に改良を加え，機械誤差の軽減によ裟腫をつけ．三郷こ着脱が可能なようにした。
る測定輔産の向上をはかるとともに，プロッ1、点の測e.任意の水平距離による樹高測定抓正表をつけた。 I
量，ビッターリッヒカウントの判定，カウント本の樹高
測定，林分の傾斜度および方位の測定など一連の作莱が

．この一台で測定できるよう設計製作したものです。
したがってサンプリング測在，ピッターリッヒ法によ

る材菰洲壷．林況調査，地況訓恋’簡晶測睡などに最適
ですも

⑧
主な用途

a.ha当り胸高断面積の測定
b単木および林分平均樹高の測定
c.ha当り材積の測定

d.傾斜度測定

e方位角測定および方位設定

東京都千代田区六番町7鞭日本林業技術協会蕊甥)幾'0(鰍辮
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図説？森林計画と森林調査
定価1,200円○図､写真1部カラー使用

○タイトル，写真，図の説明は英文併記

体裁その他g呈惹獣鰯_写真。林野庁計画課監修
○用紙はアート紙日本林業技術協会発行

わが国における林業技術者はもちろん海外よりの視察者，留学生等にも
わが国における国有林，民有林の森林計画の概要とこれに付帯する森林
の調査全般を簡易に把握していただくために写真，図等を豊富に盛り込
承視覚にうったえた解説書。

甸鈩､■C…~P鐸､戸凸〆､卓◆｡◆少、0句も少埜●■Q託◆らぶ争恥■〆○設守q少●｡◆もぷ先鈩oaOも争〆G少守ら▲●b■◆、ぷ鮎八輪.、少､設勺b"虻◆可や●妃"画Q"勺身〆~●…~へぷ､P一◆設勺ムチもぷﾏo少､.p…凸◆竜夕叱少もぷ…､.盆銀、ゐぶ今卓鈩

新 刊

わかりやすい林業研究解説シリーズ42

農学博士須藤彰司著
j

南洋材の種類と特徴
P.56定価200円

＃
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会一一

現在の林業を語るには，南方材を除外するわけにはいかない。
著者は「経済の高度成長にもとずく木材需要の増大は外材輸入の原動力
となっているようである」と。

一

一
榊
〃
１
』
鯛
柵
》
蝸
輌
秤
轆
材

一

刊
緬
森
峅
集
遠
早
原
林
雨
木

娼
“
妬
妬

新
・
０
ｏ
ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

１
１
Ｉ
↑

－－－－

林野玩桝課：儒毒陛著新書判300頁予緬450円
森林法解説

艇坤官鰡順塞著
集材機主索の設計数値表定価220
遠田暢男著

早生樹の重要害虫と生態定価220
原田洸著

林木の成長および養分吸収と施肥定価22O
雨宮昭二著

木材の防腐防虫処理定価250
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これからの林業への提言
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湊 武
(北海道・林務部長）

一

荘然自失の廃虚の中で，「国破れて山河あり」の感をし承じみ味わった戦後から，復興造林，
拡大造林と続いた一連の育林政策ぼ，緑の回復，森林生産力の増大に，多大の貢献があったこ
とは事実である。しかしながら，今日林業をとりまく情勢を承るとき，現状ではいまだ旺盛な
需要に対応できず§外材がすでに総需要量の半数以上のシェアーを占めている現実，さらには
過密，公害などの社会的緊張の高まりからくる自然への渇望といづた国民的要請の前に，森林
は新たな期待感の対象として，大きく浮かび上がっている。

このような森林に対する価値感への対応は，戦後無計画な収奪林業に荒れ果てた山に向かっ

て抱いた林業人の決意とは，若干質的には異なるにしても，緑の集団がもたらす多面的，総合
的な機能の高度発揚を国民に提供する意味においては，相通ずるものがあろう。

もちろん，このような機能の調達は，外国から輸入できないものだけに，日本列島の亜熱帯
から亜寒帯に分布する2,500万haの森林が，それぞれの地域特性に応じた分担を受けもつべ
きものであろう。

北海道は，46年度から新たな#蝿に基づく第3期北海道総合開発計画に着手することとなる

が，北海道林業が指向するものは，「高度の生産性と公益性をもつ北方林業の確立」であり，
北方特有の自然的悪条件を克服して，560万haの森林を活力ある森林に仕立てることが目標
である。このことにより，森林生産力の増大のぶなら説森林のもつ公益的機能の面をもあわ
せ発揮されるもので，十分国民的要請にこたえうるものと考えられる。このような面を考慮し
て，北海道が全国にさきがけて制定した「自然保護条例」もこうした背景から生まれたもの
で，道政の大きな基本姿勢となっている。

ともあれ，1970年代は，まさに国際化時代であり，国際市場でたちうちできる基鱸的なてこ

入れが一層林業面に要求されよう。各企業がこぞって高賃金時代に対処するよう，近代化への
不断の努力を傾注している今日，林業，林産業といえども，このような現実に対して，企業自
身の責任において，将来の方向を誤らない行動をもたなければならない。こ‘のためにも，公益
機能の保持に対する国自らの姿勢を含めて，今ほど幅広い林業政策の展開が痛感されることは
ないように思う。
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新しい林業技術者像を求めて

ｑ
０依田和夫

（林野庁・計画課）
．

《
）

編集から，「林業技術者はいかにあるべきか」といったテーマで林業技術者の主張を書いてほしいと注
文された。このテーマは多分に精神的，抽象的な面をもったむずかしいものであるため，筆者のような
官庁テクノロジストよりは，現在木材の開発輸入，南方造林等を含めた世界的な規模で実務にたずさわ
っている民間テクノロジス1､の方に担当していただく方が，精神的，抽象的な中にも，より現実的な内

容になるのではないかと申し上げたが，民間テクノロジストの方は別に企画しているから．･･･とのこと

なので未熟をかえりみず，あえて表記題名をあげ，官庁テクノロジストの立場から，今後指向すべき林

業技術者像について日ごろ感じている点を述べてみたい。多分に観念的な側面はお許しいただくとし，

読者のご叱声をお願いする次第である。

1．林業技術者の類型

従来,林業技術者といわれる人,句を分類してみると，一般に次のようにタイプ分けできると思われる。

（1）旋溌工型（ハードウエアー型）

（2）組み立て工型（ソフトウエアー型）

（3）万能型

（4）事務屋型

(1)のタイプは苗畑で苗木を作ったり，林道の設計をしたり，治山工事のコンクリートの混ぜ合わせを
考えたりする，林業の各分野において専門的な知識をもつ人禽に代表される。
このタイプの中には一般に事務屋と呼ばれている経理担当等で，林業における経理，たとえば蓄積経

理等を担当している人食も，当然属することになる。

(1)のタイプの人為によって個なの具体的な業務が初めて推進されるのであり，林業という機械を動か
す個灸の歯車を正確に作り出す旋盤と考えることができる。これは電算機用語でいえばハードウエアー

とも称されるべきもので，この旋盤の良し悪しによって機械の性能もまた大きく変わるのである。した

がって，このタイプに属する人灸の比率が多いことは，バイタリティーに富むと考えられる。

このタイプの特徴は，一つの専門分野を深く掘り下げていることから，長い歳月の間にいつしか自分

が作り出している歯車がいったいどんな機械のどの部分に用いられるのか忘れてしまう傾向（専門バカ）
にあることで，時としてはその役割を考慮して自分（旋盤）が作り出す歯車を加減しても，その歯車が組

み込まれる機械の本体が，各種の情勢変化の中で大きくモデルチェンジしてしまった場合，現在の旋盤

でよいのか悪いのか判断がつきにくい立場にある。

近年の官庁テクノロジストの中には，この類型に属する比率が，その業務が調整的内容が多いことも
あって，減少傾向を示しているように思われる。
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反対に，民間のテクノロジストは，その業務が具体的なこともあいまってこの類型に属する比率が圧

倒的に多いと考えられる。

(2)のタイプは，林業の管理，経営とか行政とかいわれる技術的側面を総合的にになっている人之に代

表される。このタイプに属する人之は，(1)のタイプの入たが作った旋雛から作り出される歯車を一つ一

つ組象立て，具体的な機械を作り出す立場にあり，個をの歯車の内容を十分に理解していないと機械が

組糸立てられないか，曲がりなりに組み立ったとしても形ばかりで性能をもたない機械となる。

このことから，(1)の旋盤工のもつ力やバイタリティーを生かすか殺すかは，この類型に属する人々に

かかっており，林業という機械の性能を常に最大または最適にするソフトウエアーを受けもつタイプと

いえよう。このタイプの比率が(1)のタイプより多いと，いわゆる骨なし機械，砂上の楼閣を作る危険を

はらむことになる。

このタイプの特徴は，以上のような総合的性格をもつためにあらゆる分野をなるべく深く理解してお

かなげればならないことになり，その複雑さから多分に雑学的となり，時芯ま，ある部分の旋盤の役割

を忘れてし童い，形ばかりの性能の伴わない機械を組承立ててしまう傾向にあることである。

林業に技術はあるのかないのかといったたぐいの論争のみにエネルギーを費している技術屋は（大学

の研究者ならよいが)，このタイプのもっとも悪い例であろう。
ハードウエアー

童た，新しい旋盤技術が開発されており，そこから作り出される歯車を用いれば機械の性能がはるか

に向上するソフトウエアーが考えられるにもかかわらず，旧態然とした旋盤しか理解していないでモデ

ルチェンジを考えている場合も多い。

(2)の類型には一般に事務屋といわれている人為でも，林業の個食のハードウエアーを十分に習得，理

解して林業という機械のソフトウエアーを担当している人左をも当然含めなければならない。

わが国ですぐれた林業経営を実施している○○林業といわれる団体や，世界の林業を相手に開発輸入
等を実施している○○商社といわれる団体等の民間テクノロジストの中にはこの類型の属する比率は少

ないと想定されるが，非常にすぐれた組象立て屋が存在することは事実である。

③のタイプは，(1)のハードウエアーと(2)のソフトウエアーの能力を同時に兼ねそなえる，いうなら

ば小使いから校長寮でを引き受けるスーパーマンであるが，ごくまれにしか存在しない夢の技術屋であ

り，すべての技術屋がこのタイプを指向しても物理的にまず不可能である。したがってこのタイプはま

ったく一般的ではない。

(4)のタイプは，林業という機械そのものを考える必要のない，単なる帳簿つけ，文章の文法整理，金

の経理等を受けもつ事務屋に代表されるものであるが，技術屋から転向したか，または，したという意

識がなくてもこの方面のみにエネルギーを傾注する技術屋が，このタイプに属する。したがってここで

いう技術屋の類型からはネグってさしつかえないものであるが，一般にテクノロジストといわれている

入念に案外この類型が見られる場合が多いのでふれてゑた。

以上，(1)～(4)のタイプを通じて,現在の林業技術者と呼ばれる類型は厳密にいえば問題もあるが(1)お

よび②に代表されているといってもさしつかえないと思われる。

しかし，真の意味の技術屋とは，この二つの類型が相互に関連し合っている場合をいい，その結果，

林業という機械の性能が初めて高めうるのである。

すなわち，(1)のタイプの旋盤工は「現在の機械の総成にはこういう旋盤から作り出される歯車が考え

られているが，その使い方には誤りがある。この部分にはこっちの歯車を使った方が機械の性能を高め

うるのではないか．･･･」と，また，(2)のタイプの組承立て工は，「機械の性能を高めたり，新しい機械

にモデルチェンジしたいのだが，この部分の旋盤をもっとこのように考えられないか．・・・」とそれぞれ

互いにツケをまわし合い，フィードバックをくり返すといった型がとられなければ，林業と榔卿合理

釣な進歩は期待できない。
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官庁テクノロジストの実態は，この相互関連性とフィートバックとに乏しいかと思われるのである。

2．新しい森林資源の造成

前項において，現行林業技術者と呼ばれる人女のタイプを分類し，二つのタイプが相互に関連し合い，

フィードバックし合う型をとったとき，初めて技術者としての条件が具備される点についてふれ，技術

者自身の内面的側面について考えてゑた。

それでは現代の林業技術者にはいったいどのような課題が課せられているのだろうか，いわゆる林業

技術者の外面的側面についてふれてふたい。

衆知のように，近年の林業には，人類の福祉増進と人間性の維持増進のために森林を多目的に活用し

なければならない社会的責任が大きく課せられており，この方向は今後の社会経済の発展に伴ってます

ます強くなるものと想定される。

すでに世界の林業常識は，この森林の多目的利用の強力な推進方法を打ち出しており，シアトルにお

ける第5回世界林業会議の決議をここに再掲するにはあまりにも陳腐すぎる

森林のもついろいろの機能は，今も昔も変わりないが，そのもつ機能に対する人類の要請，または期

待，つまり需要性向は，近年の，ますます進展する人類の社会経済活動に伴って大きく麹としつつあり，

従来，主として森林の木材生産機能と国士保安機能の2面に重点がおかれていたものが，さらに環境保
全，野外レクリエーシ翼ン機能等を加えた多面的な機能発揮となって要請されるようになってきたので

ある。

このような需要性向に見合う新しい森林資源の造成という課題が現代の林業技術者には課せられてい

るということができる。

それでは，この新しい森林資源とはいったいいかなるものか考えてみよう。

新しい時代の需要性向に見合う新しい森林資源といっても，．別に今までの森林そのものとまったく変

わった品種や日本にみられない異国の山を造り出すわけではない。それは，人為の需要性向に合致し，

かつ人類の福祉および人間性等の維持増進が図られる･いわゆる調和のとれた森林施業が実施されるこ

とであり，この施業の結果，森林のもついろいろの機能が形となって現われるのである。木材の生産，

国土の保全，水資源のかん養，環境の保全，野外レクリエーションの場等が．･･･・

人倉が森林に対して要請する内容は，森林そのものの内容（植生，たとえば学術参考としての要請）

や，そのおかれた地域の人間社会の諸情勢によって異なるものと思われるが，この諸要請と森林がもつ

,諸機能とを最適に調和させるような森林の取り扱い（施業)を考えるのが新しい森林資源の造成に結びつ

くのであり，この新しい資源こそ，一般大衆をはじめとする森林所有者,木材関連産業等の福祉の向上，

人間性の維持増進に結びつくのである。現代の林業技術者は，このような森林資源を造成すべき責務を
負っていると考えることができる。

これをモデルで示すと図のようになろう。
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3．新しい林業技術者像を求めて

現在，林業技術が当面している課題は，このような新しい森林資源造成であり，このための各種の技

術的側面をになう責務を負っているわけであるが，この新しい森林資源の造成は，いって承れば林業の

モデルチェンジであり，従来の技術体系はこのモデルチェンジされた形に合うように再編成されなけれ

ばならない｡

この再編成は，従来の木材生産，国土保全といった単純なモデルから先述したような多面のモデルに

移行するので非常に複雑なものとなることは予想されよう。抽象論を避けるために一例をあげ，新しい

資源造成のための技術再編成について考えてみたい。

林道の設定，開設を行なう場合，かつての時代に臓主として木材生産上もっとも有利な路線の位置，

広さ，公配等を予件として考慮していればよかった。近年の森林に対する人倉の要請は非常に多面化し

たため，森林のもつ諸機能を最適に発揮するための森林の取り扱いを実施する上で不可欠の手段の一つ

として考えられる林道は，かつての時代のように単純な側面を考慮することだけでは十分といえなくな

った。

すなわち，環境保全や国士保全，自然保護等の側面からは，森林の破壊を最少限におさえるため》道

路開設位置は森林その他の植生が非常に回復力のある場所であること（従来，道路の開設によってその

両サイドの自然,特に法面は,緑化工事をしてもなかなか回復しないところが多い)。
野外レクリエーションの場としての側面からは，多数の人々が活用する上で便利であり，道路の影響

する地域の森林の風致上の施業が効率的に考えられる場所であること。たとえば近年のスーパー林道，

峯ごし林道などでは，峠に立ったとき眼下に見渡す森林，それが特に学術上重要であったり，一般大衆

のセンスで郷愁をいだくような天然林の場合には，それらの森林がすべて破壊されたと感じられないよ

うな道路開設の位置と地形等を考慮し，峠やビューポイントから表面に当たる森林の施業特に作業種

’ま択伐施業等が考慮されなければならない。

また，近年の林道は，その規模が大きく，これによって開発される森林が大面積にわたるたあ，この

林道が与える地域社会および経済上の効果等を考慮し，地域開発上，効率の高い位置に設定すること。

.･･･等，林道の設定一つとって承ても，林業技術者はただ単に地質を見分け，そこにかけるハッパの量

や，切り取り盛り土等を計算するだけでなく，林道が通る位置の自然(地形，植生等）の強弱等森林の生

態的配慮風景の維持増進等風致的考慮，地域社会への影響…等，自然的社会経済的な多くの側面を
調整して最適路線を設定しなければならない。

これが新しい森林資源造成に結びつくと同時に，林業技術者が他の一般土木技術者と異なる点は実に
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このような諸点を考慮し調整するところにあると思われる。

しかし，このように多面的な調整を一つのセクトの林道技術者ができるであろうか，1．で述べた(3)の

タイプ，つまり万能型の技術者の象に可能であり，すでに述べたように，現代の多面化した社会におい

ては天才の誕生はほとんどないといわれている。万能型の出現はまず期待されない。

こうなると林業技術者は新たな技術編成にいったいどのように対処すべきなのだろうか。

すでに1.<ﾕ)および(2)のタイプが相互に関連,結集し，互いにフィードバックし合う必要があること

は述べた。しかしこれだけではまだまだ不十分である。林業が相手をする自然は，まだまだ複雑であり，

現代および将来社会もますます多面化することは想像するにまずかたくない。このことから，それでは

旋盤工や組承立て工を新しい資源造成のために増やしたとしても，緊急な事態にすぐに対処できないほ

か，あまりにも不能率な側面が燕勃pするであろう。

そこで，新しい時代に対応する林業技術者は，他の部門の技術者，つまり林業以外の旋盤工や組承立

てエと協同して結集を図る必要が出てくる。
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先の林道の例を借りれば，自然の強弱を判定する手助けをする地質地形の部門やエコロジー（生態）

部門､社会，経済上の効果の判定等を手助けする社会経済部門，これらの総合調整や解析の手助けをす

る数理統計部門，．･･･このように多くの部門に関連する技術者たちが互いに結集し力を合わせる必要が

あると思われる。

近年，かなり大きな動きを承せている自然保護運動をみても，その内容主張があまりにも一面的にか

たよっており，たとえば，サルの生息数を判定する旋盤工の主張，森林，それがたとえ人工林であった

としても，それが切られることをただ単に感じとして，また宗教的に忌承嫌う一般大衆の主張････これ

はまるで養豚された豚が肉として食われることが不合理であり，栽培された花が生花として切られるこ

とが不合理であるとされるがごときものと考えられる。

このような一面的な主張がそのまま調整されず････言葉を変えれば｢結集」されずに生のままでとびか

っている段階では，それ以上の具体的，建設的な主張や解決策が生まれる道理がない。ここにも多数の

技術者の結集が望まれるところである。

このようにして新しい部門の林業技術者が結集し，新しい資源造成が進みはじめた時，技術者にとっ

て特に必要なことは，新しく開発された技術の適用の結果，それがどのような型となって帰ってくるか，

たとえば，新しい資源造成を十分にになうものとして新しく開発された除草剤の適用が果たして当初の

期待どおりの効果を果たしているか，また，どんな反作用が起こりつつあるかといった技術チェック（テ

クノロジーアセスメント）の姿勢であり，これは目的が多面的であるほど（新しい資源の造成が多くの人

々に影響を与えるものであればあるほど）必要なことと思われる。

われわれ，林業技術者の間に一時，琳業に技術はあるのか．･･･｣，「○○○は果たして技術か．･･･」と

いった論争や批判，反省等が，よく口にされたことがあった。

このような批判や論争は，カント以前の哲学に基づく（認識と実践の分離）ものであり，ヘーケル以降

の今日の考え方(現実の状況の中で形成されるもの以外に「本来の技術」なるものは存在しない）にマッ

チしないばかりでなく，このような高尚な言い方をしなくても，それが新しい時代に即応する森林資源

の造成に必要な技術を導き出すためのプレリュードか，学術研究の立場でない限り，いたずらに従来の

技術を破壊する方向につながり，いわゆる毒あって効果なしといえるものである。

このことは先に述べた現行自然保護運動にも通じることであり，この運動が新たな森林資源造成のた

めに結集されるエネルギーとなり触媒とならなければ有意義なものとなりがたい。

林業の旋雌工と組義立て工，それに森林，林業に接触面をもつ他の多くの部門の技術者たちが新しい

時代に即応する，いわゆる人類の福祉の増進人間性の維持増進をになう森林資源の造成に向かって結

集すること，この結集された技術者群こそ新しい林業技術者像と考えることができる。
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ぞれ条件が違うので必ずしも完全には合致していない

が，大体において水稲に対して被害が生じない銅の許容

限界濃度は0．01～0.02ppmと考えられる。

（土壌中の銅濃度）次に作物に被害を及ぼさない土

壌中における銅臘度の限界についてポット試験を行なっ

た例をあげると第1表のようで，土壊によって相当の差

があるばかりでなく，水耕法の結果とははなはだしく異

I11IMlII川IIlIIIⅡI川III1IlIlI川Ⅲ1,1Ⅲ川Ⅲ10川Ⅱ11ⅡIM1IIl111IIllI11111IIlIIOllⅡ川川101Ⅲ川Ⅲ111111川11Ⅱ#1111川I

土壌汚染とその影響

第1表水稲に対する銅の土壊中最大許容濃度

~羅蓄T-r－－蕊｜卿蝿蕨
徳岡・諸岡第三紀砂岩頁岩質細壌土20ppm

｛議職灰土‘･米丸 9

細田沖積植土75

畿畿難小島道也
（千葉大学教授）

Ⅱ川IlMIIlllⅢMⅢ川lI11IIIll川IⅡI1IlII1IlII11lIIII川Ⅲ1tIⅢ川'111,ｨ1Ⅱ川IlIl1lllI川Ⅲ1111Ⅱ川Ⅲ11ｲ1Ⅱ川11Ⅱ11111

はしがき

近年さまざまの公害が各地でひん発し，国民の健康や

生活環境に深刻な影響を与えている。このため政府は昭

和42年8月に公害対策基本法を制定し，大気汚染，水質

汚濁など6項目による被害を公害と定義した。さらに昨

年12月にはこの基本法を改訂し，第1条第2項，すなわ

ち経済発展との調和の条項を削除するとともに公害の定

義に土壌汚染を追加し，また新たに土壌汚染防止法を制

定したのである。

これまで土壌汚染は水質汚濁の一部としてとらえられ

-てきていたが，ここに至って特に独立して公害と認知さ

,れたわけであるけれども，これは最近になって特にカド

ミウムなどによる農地の汚染が問題化したためである。

土壌汚染防止法においては「農用地」の土壌の「特定汚

・染物質」による汚染を対象にしているので，林地では対

象になっていない。また特定汚染物質とは主としてカド

ミウムなどの重金属をさしており，残留農薬汚染は別に

農薬取締法で対象となっている。

本稿においては林地ではあまり関係がないかもしれな

‘,いが，代表的重金属汚染として銅とカドミウム，それか

αら残留農薬の三つにしぼって簡単に述べることにする。

亀

一

なり，はるかに高濃度でも害を生じない。これは土壌に

吸着，沈澱その他銅イオンを不溶化させる能力があるか

らであるが，その能力は土壌の粘土，腐植などの含趾，
pHなどによって支配されるもので，一般に峨土や腐植

含鐙が少なく，かつpHが低いほど被害が多い傾向にあ

る。

(pHとの関係）銅はpHが低いほど淘騨しやすく

なる。細田によればpH6以上でば溶解しない。したが

って銅の被害をさけるにはまず石灰を加えることであ

る。さらにNaSを添加すればなお効果があると報告さ
れているが，これは一時的に硫化物となって不溶性を増
し，効果があるかもしれないが，硫化物は後に酸化され

て硫酸になるだろうから，銅がふたたび溶出してくるお

それがあるので推奨できない。

（銅の化合形態との関係）前述のように土壌中の全

銅含量と作物被害とは必ずしも比例せず，土壌の種類に
よって異なるのみならず，同一土壌においても添加され

た銅の化合形態によって異なる。CuSO4*CuCIgは最
も毒性強く,Cu3(PO4)2,Cu(OH)2,CuCO3がこれに次
ぎ,CuSでばきわめて影響が少ない。このことは銅の有
害作用はその溶解度と密接な関係があることを暗示する

ものである。渋谷らが被害田における全銅含量と裏作小

麦収鐙との関係を糖密調査した結果では，その収鎚分布
は土壌中の集積全銅の分布とは必ずしも一致せず，現在
の水の動きおよび葉中銅濃度の分布に合致してい為。こ

のことは古い時代に入った銅より現在導入されている水

中の銅の方が有害性が高いことを示している。

（土壌断面中の銅の分布）鉱毒地の土壌断面中の銅
の垂直分布を調べた例では第2表のようである。このう

ちA土壌は現在鉱山排水を瀦漉している被害の大きい土
壌であって表層にもっとも多く銅が集積し,B土簸は過

二

Ｇ
一

観

銅に象る土壌汚染は足尾銅山鉱毒事件として渡良瀬川

流域の場合が古くから有名である。本地域における田畑
’の被害は1880年代に始まるが,その原因について古在

洩直は足尾銅山排水および土壌を分析し，田畑に流入し
た鉱山排水中の銅が原因であることを明らかにした。以

来鉱山側の対策，生産規模の増減、選鉱法の変化などに
よってその被害は増減をくり返して今日に至っている。

（銅の許容限界濃度）水中にどれくらい銅が存在す

れば水稲は害を受けるかという研究については,春日井，

石塚，北岸など数氏の水耕栽培による実験結果があり，

研究者によって気候条件，培養液の組成，品種などそれ

？
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第2表鳥取県岩美郡小田川流域の土壌の深さと

銅の含量（細田）

カドミウム

富山県神通川流域のイタイイタイ病の原因が神岡鉱噸

排出のカドミウムに起因することが荻野，小林，吉岡三

氏によって昭和35年明らかにされてよりカドミウム汚染

はにわかに注目をあび，その後各地の鉱山，精練所周辺

が要観察区域に指定された。さらに最近は府中市の場合

のようにメッキ廃水による土壌汚染が問題となるに及ん

でついに土壌汚染防止法が制定されるキッカケとなった

のである。

（カドミウム公害の特徴）自然界におけるカドミウ

ムの存在量は銅に比べてはるかに少なく，クラークによ

れば地殻中に平均して銅は100ppm存在するのに対し

てカドミウムでは0.5ppmにすぎない。一方水稲に対

する毒性は銅の方が有害で，水耕法によるその限界濃度

は前述のごとく，銅では0.01ppmぐらいであるのに対

し，カドミウムでは春日井の結果によれば0.1ppmぐ

らいと考えられる。以上を考察すると植物に対するカド

ミウムの害は銅の場合に比べてはるかにおこりがたいば

ずである。しかるに今日銅以上に問題となっているの

は，これはまったくカドミウムを含有する収穫物を食用

にした動物や人間に害を及ぼすからである。

カドミウムによる土壌汚染は廃水によるばかりでな

く，廃煙としても空中に排出され，それが降下して土壌

に加わることもあるという点でさらに特徴的であり，し

たがってその汚染は水田に限らない。なおカドミウムば

亜鉛に常に伴って産出するので，カドミウム汚染地は同

時に亜鉛，さらには鉛などもともに付随的に蓄職してい

るのが常である。

（カドミウム汚染の指標）厚生省ではカドミウム汚

染に関し，暫定的に下記の要領で調査し，対策を立てて

いる。

環境汚染調査一水中カドミウム濃度0．01ppm(これ

はWHOで定めた許容韮準）室たは玄米中0.4ppmを

越えている場合精密調査を行なう。

住民健康調査一環境汚染精密調査の結果，カドミウム

による環境汚染がはっきりした場合はその地域の住民に

ついてカドミウム摂取量の調査を行ない，その量が1人

当たり0．3mgyday(あるいは尿中Cd濃度9"g")を

越えている時は要観察地域として健康調査を行なう。そ

の結果尿中30"g/jを越える者については第2次検診を

行なう。なお大気中Cd濃度がO.1"g/m8を越える場

合はさらに大気汚染の影響についても検査する。

この尿中カドミウム濃度が30"g//となるための食物

中のカドミウム漉度を逆算すると，玄米中Cd濃度1

ppm(白米中では0.9ppm)という値を得たので，国で
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穂重が半減した場合の水稲中の
銅元素の分布割合（北岸）
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第2図葉中銅濃度と土壌溶液中
銅濃度との関係（渋谷）

去の洪水時に鉱湾が混入後現在は良水の承を潅厩し，生

産力を回復した水田であって，銅は30～60cmの深さ

に降下集積している。これを承ると銅ほ比較的溶脱され

やすいもののようである。

（作物による銅の吸収）汚染された土壌中の銅は作

物体に讓取されるが，吸収された銅はまず根に蓄積され

ること多く，地上部へは移行しがたい。北岸らの得た結

果でば第’図のようである。一般に健全な水稲茎葉中の

銅濃度は10～30ppmぐらいといわれているが，その葉

中濃度は渋谷らによると第2図のごとく，土壌溶液中の

銅濃度と相関がきわめて高い。また葉中銅濃度ほ前述の

ように収量と関係が高い。したがって銅による被害は葉

中の銅濃度を知れば，またさらにさかのぼって土壌溶液

中の銅濃度を知ればその被害が予知できることになる。

渋谷らによれぽ被害を生ずる限界の土壌溶液中の銅濃度

は0.02ppmであるという。これは前述の水耕法による

限界濃度にほぼ一致している。
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はこれ以上カドミウムを含有する米は供出米としての買

上対象から除き，0．4～1ppmのものは非汚染米と交換

することにしている。

これらの基準については動物試験の結果ゆるすぎると

いう意見もあるが，ともかくカドミウム汚染の場合は作

物収量に対する被害よりも人間に対する食物の汚染とい

う立場から，生産物に吸収されたカドミウムの牡がより

一層問題となるのである。

（土壌中のカドミウム）緊急の問題として土壌のカ

ドミウム汚染度と産米中のカドミウム含有堂との関係を

知る必要があるが，これも銅の場合と同じく土壌によっ

て違い，小林が安中市で調査した例では第3表のようで

ある。このように土壌中のカドミウム全量と米中カドミ

ウム濃度はあまり関係がないので，目下のところカドミ

ウム汚染度は土壌中の含量ではなく米中濃度で論議され

ている。ただし森下によれば畑では可動性カドミウムと

麦の幼植物中のカドミウム量との間に相関があるとい

う。

（土壌条件とカドミウム）なおポット試験の結果は

第4表のようであって，小麦の方が米よりはるかにカド

ミウムの害を受けやすいうえ殻粒中に取り入れられるカ

ドミウムの量も小麦の方がはるか腫多い。この結果は作

物の相違にもよるが，カドミウムは畑状態で溶解，吸収

されやすく，堪水条件下で吸収されがたいことを示すも

ので，土壌が還元状態となるとカドミウムは硫化物とな

って沈澱不溶化するためと解せられる。ゆえに汚染地域

の水田でば落水せず最後まで堪水状態にしておいた方が

よい。

また理論的にはカドミウムは銅と同じくpHが低いほ

ど溶出しやすくなるはずであるから，その植物による吸

収量を低下させるためには石灰を施してpHをあげれば

よいはずであるが，実際にほ必ずしも有効とは限らない

ようである。これは水酸化カドミウムの溶解度，特に微

量の溶解が問題となるためとも考えられ，また他の有機

物や無機物などとの関係もあると思われるが今後の研究

課題であろう。

（作物中のカドミウム量）第4表の結果より米より

小麦の方がはるかに害を受けやすく，また殻粒中の濃度

が高いことがわかるが，安中での調査では蔬菜類にも多

く含有され，特に葉菜類で高濃度で61～42ppmという

値も出されている。これは土壌中から吸収されたものの

みでなく，廃煙中のカドミウムが降下，付蒜した謎が多

いものと考えられる。このことは工場に近いほど桑の葉

中のカドミウム濃度が高いという小林のデータをもって

も推察できる。これらの桑を蚕に食べさせると蚕が病気

第3表土雛と白米中のカドミウム含量（小林）
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第4表土壌中のカドミウムの米と小麦への

移行（小林）

米 小 麦
土壊への

Cd添加量｜収量
（％）（％）

0(対照)’’00
0．001100

0．00392

0．0192

0．0393

0．169

0．332

0．619

1．01

カドミウム含量
(ppm)

白・米｜米ヌカ

0.,610.59
0．280．79

0．400．84
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1．372．681
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になるという。このように空中からカドミウムが降下，

付蒲するので，安中においては付蒜面積の広い葉菜類に

汚染隣が商く，果菜類では汚染度はさほどではない｡．

（対策）汚染された土壌中のカドミウムの除去につ，

いてはもっとも完全なのは汚染土層をはぎとって捨てる

ことであ為が，森下はカドミウム蓄積植物として羊歯を

栽培し，土塊中のカドミウムを吸収させ，除去する可能

性を検討している。銅の場合に比べカドミウムについて

は注.目されだしてからまだ歴史が浅いのでデータが少な

く，土壊中における行動や植物への移行についてはまだ

わからぬことが多い。

ー

△

蘭

農 薬

重金属による汚染ほ少なくとも人間が不本意ながら廃

物として放出した結果生じたものである。ところが農薬

は汚染させることが目的であるという点で一般の環境汚

染物質と大きく異なっている。しかも直接食綴生産の過

－9－



程で使用されるため，食品汚染とその人体への影響につ

いての配慮が第一義的に必要である。

（汚染農薬の種類）農薬による汚染は長期にわたっ

て自然環境下で安定な艇薬，すなわち無機,右機金属製
剤，有機塩素系製剤などが問題となるが，そのうちでも

最も残留性が大きくかつ大量に使用されているのが有機

塩素系殺虫剤である。これらはその効果をあげる必要か
ら，わざわざ化学的に安定な化合物が選択されているの

で，当然残留性が大である。これらはまた化学的に安定

なだけでなく物理的にも消失しがたい性質をもってい

る。すなわち蒸気圧が低くて揮散すること少なく，また

水溶性でないので地下浸透も生じがたい。有機塩素系殺

虫剤の大半はBHCで，その使用堂は昭和43年皮に最

大となり，特に西日本で多く使用された。次に問題とな

ったのがDDTであるが，これはその使用蛍は7-BHC

･の約1/4である。

用途をみると水田用と果樹園芸用がほぼ相半ばしてい

るが，最近では森林での利用もふえてきている。森林で

,の使用薬剤の大半はBHCで，特に九州で使用鑓が多

い。最近では除草剤の使用も増えてきた。森林土壌中の

残留BHCはわずかであり，かつ人間には直接被害はない

が，森林生物への影響について調査研究が必要である。

（土壌中の農薬の行動）散布された腱薬は土壊の表

層に吸着，集積し，下層に移動することは少ない。した

がって農薬が土層を浸透して地下水を汚染するおそれは

極端な砂礫質地帯を除けばあまりないようである。畑よ

り水田の方が可動性は大きい。

土壊中に入った没薬は分解されるが，この時の分解生

,成物がまた毒性がある場合があり，たとえばアルドリソ

ルまほとんど全部ディルドリンに変化し,DDTの一部は

_DDD､$aDDEに変化する。これらはいずれも毒性があ

る。また微生物により二次的にまったく新しい灘物が合

戒されることもある。

土壌中における腿薬の分解に対する抵抗性，すなわち

残留性は有機塩素系殺虫剤が最も大きく,DDTfaBHC

では消失期間は3～4年といわれている。有機リン剤，

:カーバメート剤は分解が早く，数週間から2，3カ月で

消失する。除草剤ではだいたい1年内外である。

（土壌条件と農薬）土壌中に入った艇薬は土鍍中の

粘土，腐植などのコロイド粒子表面に物理的あるいは化

学的にいろいろな強度で吸着される。一般に艇薬の吸着

1は粘土の量，種類，腐植の鐘および質,pH,獄換性塩韮

などに影響されるが，大部分の農薬の吸着は土壌有機物

含量と特に高い相関を示す。

土壌中の農薬の分解は一部純化学的な原因によるもの

旬

弓

今

一

第3図食物連鎖による水棲生物のDDT濃縮
（ウッドウェル原図，立川訳）
（水中DDT濃度は0.00005ppm)

もあるが，微生物作用によるところが大きい。したがっ

て微生物活動をよくするような条件（たとえば温度，水

分，有機物など）では腱薬の分解は速い。DDT¥BHC

では水田状態では畑状態の時よりはるかにす馨やかに分

解する。したがって果樹園などでは残留量が100ppm

を越えることも珍しくないが，水田ではまず1ppmを

越えることがない。

（食物連鎖）腱薬残留について特に注意すべき現象

は生物による股薬の濃縮である。水中では0.00005ppm

というごく微蹴でもそこに生存するプランクトンや植

物，それらを食物とする貝，昆虫，魚，さらにそれらを

餌とする鳥類という食物連鎖によって農薬は濃縮され，

第3図では股高のカモメで75ppm,すなわち約10G"
にも濃縮されることを示す。これは致死量に近い。この

生体中の腱薬は特に脂肪中に濃縮されることがよく知ら

れており，それゆえ般近では牛乳中などの艇薬含量に注

意が払われるようになった。

（対策）腱業生産性をあげるためには現在のところ

挫薬を使用しないわけにはゆかないだろうから，農薬に

よる土壊汚染の防除ははなはだむずかしい。しかし自然

環境は土壊を含めて一定の平衡を保っているので，無定

見に大鐘の艇薬が散布されるとこの平衡がくずされ，自

然環境の悪化や食品の汚染などが生ずる。これらをさけ

るためには低毒性または速分解性農薬の開発とともに生

物学的防除に今後大いに努力すべきであると思われる。

《
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はじめに

わが国で使われる木材の6割近くが外材に占あられ，

最近日本の林業のあり方が種を論議されている。外材と

いっても，再生産にほ長期を要するから，天然林からの

供給が先細りになれば，相手側も貴重な資源になるから

今のように輸入できなくなるだろう。今のうちに極力日

本の森林の充実を図らなければならないことは論をまた

ない。

一方，工業化政策ほ林業の労働力不足と賃金の高騰と

なり林業にとり造林はますます困難になってきた。

紙パルプ産業の社有林は，価値の高い森林を育成しな

がら’パルプ原木を多量に供給することが使命であり，

育林，収穫技術の開発により省力と低コストによる生産

性の向上に努力している。

王子製紙は北海道に約10万haの社有林をもち，困難

ではあるが森林の公益性もあり年間1,000haの造林を

継続し，現在2,000haの造林地が作られた。その間，

工場山林部,王子造林,林木育種研究所が協力して研究，

技術開発を進めてきた。今毅本誌に投稿するようご依頼

があったので北海道社有林における開発の概要をご紹介

したい。

1．研究，技術開発の進め方

研究が新しい材料，技術を生家，技術が社有林施業に

役立つものでなければならない。そこで研究から技術を

生む過程を研究開発とし，その技術の経済性，応用性を

検討することならびに社有林施業の現行技術の改善を技

術開発としてとり上げている。

研究開発は林木育種研究所の業務であり，テーマの選

択,計画,研究経過については学識経験者の参加の下に，

王子製紙，王子造林（社有林の管理運営）の関係者で構

成する林木育種委員会によって審議される。

技術開発会議は造林技術研究会として7年ほど前から

実施されてきたが，研究会では継続的な調査，データー

の蓄積が不十分なので，44年度より技術開発会議とし実

施されている。椛成は工場山林部，王子造林，研究所の

三者で，開発テーマ，実行方法’数年間の調査野帳を決

め，毎年担当者の報告会をもち，改善点，省力度，経我

等事業化見通しについて討議されており，事業化できる

ものから実際の施業に取り入れていく。

さらに，収穫技術については苫小牧工場山林部が直接

実施している「伐出事業の合理化センター」があり，伐

出技術の開発を昭和32年より栗山山林において進め，そ

の間道内社有林の伐出技術者の研修を行ない開発技術を

社有林施業に取り入れて効果をあげてきた。

研究，技術開発の項目と仕組承を示すと図のとおりで

ある。

2．研究開発の現状

林業における研究は長期間を要するので歩承ながら考

え,反省しつったゆ承なく歩んでいくことである。また

適用される場所が千差万別で常にその場所に応じてモデ

ィファイされていくことが一般の技術と異なるところで

ある。

研究開発では煮ず小規模ながら「試験林」を設けてテ

ストし,次いで見込のありそうなものを半事業的規模で

技術的，経済的要素を検討する「モデル山林」を設け事

業化を検討している。試験林は育種材料の収集，適応性

試験，交配種等育成種の検定林，育林関係の諸試験があ

り，地域性に関連するものもあるので,栗山(133ha)を

中心に4カ所に設けており合計223haに達している。

モデル山林も，気象的，土壌的，諸被害の因子が地域性

があるので地域別に設け栗山，道南，道東，道北，道西

と計900haに達している。

天然林施業においては，その場所における成立の条件

が尊重されなければならないので，各地区に「施業展示

林」を設け，実際の施業と併行して研究を進めている。

A.育種関係

＝

＝
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●
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(研究開発､技術開発の項目と仕組）

f鴬瀧…篝一育種

（カラマツ､ﾄｳﾋ､マツ､モミ顕）導入

一保護一虫､病気､野兎鼠､気象害

-影人工造林技術の研究一
養苗・墹殖方法
植栽本数試験
混交林試験

||研究鯛ト省力造林法
（地排~下刈終了）

I
|林木育種委員会'一育林一機械の使用薬剤の使用

植付方法
自然力の利用

間伐方法

一天然林施業

更新方法
取扱いと生長量の把握

広葉樹の施業

選抜

交配

検定

同
坤 |･ﾓデﾙ山林’

歴霊調
Ⅵ

一
一

IM___.__天然林補樋－4
収穫技術=一一
択伐の機械化=聖

11
＝、“､、~1Updw円.4曙14Q ずし

収穫技術=＝－｜｜

遅灘鰯塗二li
ll－－－翻壷調一-----．ドロノキ改良系の適地調変－－』
÷－

‐耀瀧唾ｸー’

土壌と樹械､品種特性
社有林の土壊澗交､樹種の選択
林地肥培壬

一土壌

伐出技科『の
合理化センター

原木を早く多溌にということは工場にとって切実な要一ネ幅等の遺伝が中間遺伝を示すことがわかってきた。

望であり，それに関連してパルプの収鐙，繊維長，着色そこで利用上にも，混交林用にも価値のある，幹が通直

度等がパルプ原木に対する育種要素である。しかし林業でクローネの狭い系統の量産を人工交配によって行なっ

経営から承て，価値生産を図る形質，育林技術に関係すている。ハンノキ類はドロノキと植栽適地が重なるので

る諸害抵抗性が育種目標になる。方法としては，選抜，むしろ育林方面での活用を図っている。

導入，交配，検定の一般的手順であるが，交雑育種を主．3）針葉樹の育種

力として一代雑種の利用，優良形質の組薙込象～抵抗性現在重点的に進めているのは着花の始まったカラマツ

の育種が主力となっている。改良の重点は樹種によりそ類であり，マツ，トウヒ，モミ類ほ予備試験的な段階で

れぞれ異なり，改良された苗木の供給が目的であるかある。

ら，樹種別に育種計画を立て進めている。a)カラマツ類

’）採種林，採種園（'）雑種採種林：グイマツを疎開したカラマツ林に移

トドマツば当面採種林を活用し，採種園はトドマツ他楠造成したもので3年後の現在10ha程度の造林用

社有林での造林樹種について20haを設定し，カラマ種子がとれ始め，モデル山林に植栽する予定であ

ツ，ストローブマツの種子がとれ始めた状況である。最る･

近はカラマツの雑種採種林，再選抜ク巨一ンによる第2（2）交雑優良組象合せの検定：ニホンカラマツ相互

次採種園，特殊形質選抜個体の採種園を設定している。間，グイマツその他とニホンカラマツとの種交雑に

2）広葉樹の育種おける母親,花粉親のすぐれたものを探し出す交配。

ポプラ類は山地造林用のドロノキ，ヤマナラシ類の交（3）遺伝因子の解析と優良形質の紐込み；気象害，病

配育成クローンの特性検定を事業造林を兼ねて進めてい害，野兎鼠害等の抵抗性がどういうふうに遺伝する

る。カバ類は多数の人工交雑種の検定林（7年生）の様かの解析｡さらに,AとBの2種間の交配でほ満足さ

子を見ているが，雑種強勢が現われること，幹形，クロ れないのでこれにCを交配してA×B×Cの三重雑

－12－
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種によって希望のものができないか。たとえばグイ

マッ，ニホンヵラマツのF1では野兎鼠に強くなる

が’落葉樹に弱くなるので，落葉病に強いヨーロッ

パカラマツを交配したものはどうなるかと現在育成

中である。

（4）特殊形質個体（遺伝子）の収集：病虫害のように

場所によっては成立が危ぶまれるほどである。先枯

病，落葉病はその代表的なもので,成長は並みでも

抵抗性が高いことで激害地区にとり貴重なものであ

る。また，クローネが狭いあるいば幹が通直に伸び

るということは育林上も材の利用-上にもプラスにな

る。このような特殊形質について50～80クローン

を目標に選抜収集を行ないクローンを養成し逐次，

検定を兼ねて巡伝子収集園を設けている。

b）その他の針蕊樹

採種園使用クローンについて相互交配による組み合

わせ能力の検定のための交配が中心で，トウヒ，マツ，

モミ属について着花状況を承て種間雑種の試験交配を

行なっているdマツ，モミ，トウヒ属の適応試験地が

10年を経て，有望な樹種につき産地を検討すべく再導

入により6～20産地の産地試験を進めている。いずれ

も耐寒性を重点としカブーダ北東部産のもので，バンク

スマツ’ストロープ，グラウカトウヒ，ルペンス,､ウ

ヒ’バルサムモミ等である。

B.育林関係

撫育過程の小径木を有効に活かす林の仕立方，省力造

林技術，間伐，地力維持の混交林，天然林においては成

､長量の把握による択伐率，回帰年の検討，更新技術の研

究が主力となっている。

1）人工造林技術に関する研究

･a)菱苗増殖方法

トド,エゾマツの長日処理による養苗期間の短縮

で現在経済性も含めた実用化試験を行なっている。

b）植栽本数試験

トドマツほか造林対象樹種について2～5,000

*/haの本数試験地を設け"10年を経過している。

カラマツ’シラカバ，ドロノキほ10年で樹高8m

前後に達し，密度の影響が樹高に現われ，高密度区

の樹高が大きい。カラマツでは直径に影響が認めら

れ，トドマツにおいては15年で密度の影響が樹高，

直径，クローネ幅，枝下高に現われてきた。密度の

成長に及ぼす因子の一つとして，ヨーロッパトウヒ

の試験地で微細気象の観測を続けている。

zc)混交林試験

カラマツを主体としてヨーロッパトウヒ，広葉樹

を相手として’単木’列，群状混交林を設け10年に

なるがまだ差は認められない。

d)省力造林技術に関する研究

技術開発会議の開発項目の企画，問題点の研究事

項たとえば薬剤の種類，除草効果，施用方法等であ

る。

e)間伐方法

間伐実行期に入ったカラマツを主体に10年前から

試験を行なっている。一般の定性的な間伐で間伐率

を30％，50％と変えて植栽10年後に着手，16年，

18年生で必要に応じ間伐を加え9年後の成綴を取り

まとめ中である。

列状間伐はすでに事業に取り入れられているが，

研究事項としては間伐後の回復状況，トドマツ等へ

の更新の方法と組承合わせて列状間伐のやり方を変

えて検討している。

先駆樹種としてカラマツのほか，コバハンの7年

生を列状間伐してパルプ材を収穫し(ha当たり44

Xn8の1/3を間伐）トドマツの巣植による更新も行

なっている。

2）天然林施業

技術開発のテーマと併行して行なわれている研究

は施業展示林において

a)更新の促進に関するものとして，薬剤，機械によ

る地表処理によってトドマツ荊調の発生を促す方法

を試験中で，稚樹の発生が良好なものもある。

b)成長量の調査を地区ごとに行ない，択伐率，回帰

年決定の資料とするもので，林分構成がよければ，

人工林並承に15ms/年の成長を示す所がしばしば

出ている。

C.土壌関係

適地適木を理想として土の側から，木の側から樹種・

品種の特性，林地施肥に関する研究が主体である。

1）土壌調査

全道的に分布する社有林の土壌型の分布，土性等の

土壌調査を一応終了し地域別の土壊的特性が明らかに

なった。土壌調査の結果と雪，寒風，生物被害等の因

子からトドマツか早成樹種かの樹種選択を行なってい

る。

2）樹種，育成種の土壌に対する適応性の検討

土壌的に造林がむずかしい所の一つとして道内には

過湿，酸性ということがあげられる。そのため，造林

樹種，育成種のポプラ，ハンノキ類も加えて，人為的

に作った過湿（停滞，流水)，適潤,乾燥区,ならびに

pH4～7の酸性土壌区を設け樹種特性を検討してき

た。また育種上の樹種特性として交配にも参考にして
いる。

－13－



②薬剤による無地椿造林法（将来の下刈を考える

列植）

③自然力の利用（カラマツ，コバハンノキ等の先

駆林分からトドマツヘの移行）

ii.カラマツほか早成樹種

①ササ地帯の薬剤，火入造林法

②ササ地帯の条刈，薬剤下刈，周囲全刈による造

林（野兎鼠対策が可能か）

③ブルドーザによる階段地栫

iii.天然林の補植

①ブル地栫2条植，薬剤下刈一辮業化

②薬剤散布後無地椿，巣植(2)i､①と関連）

w造林困難地の更新補助（地下水が高い北方地区で

皆伐造林が困難地で母樹保残のブルによる地表処理

で更新できないか，広針混交林を期待）

v・植伐の連係（皆伐の際小径木，暴領木の伐採，造

材，枝条整理，地栫の連係作業の仕組と経済性）

3）撫育，間伐技術

i.除伐（広葉二次林からトドマツに転換した造林地

は広葉樹が繁茂し除伐に追われる。このため地栫方

法の改善，薬剤等による除伐の検討）

ii.間伐方式②i③と関連し,列状間伐の機械化集

材および将来の機械使用に対応した封*法の検討）

4）天然林施業の合理化

i.更新技術職械，薬剤による地表処理技術と稚樹

の発生促進，生育）

ii択伐の機槻上と更新（ブルによる伐出，列状伐採

集材方法集材道の更新，択伐時期と更新）一部事業

化して更新状況を調査中。

5）高密路網による施業

人工林，天然林の高密路網施業を上記の単独技術と

の組糸合わせを現地に応じて体系づけ，組綱こして高

能率施業を確立すべく今年の重点課題としている。

以上研究開発，技術開発の現況につき羅列的紹介に終

わってしまい開発から事業化への問題点の掘り下げは紙

而の関係でできなかった。林業の技術開発は長期を要す

るので，企画の周到さと調査項目，方法の確立，記録し

やすさを考えてデータが着実に積象重なるよう配感する

ことが必要と思う。人の変わりやすい機関においてはな

おさらである。また企画はデスクプランで開発される場

所臆それぞれ条件がちがうので，この点現地技術者によ

る改善点の提案，検討により地についた技術が生まれる

ものと思う。幸い当社は現地に長年仕事に打ち込む技術

者が多く，現地においてまた開発会議において活発な討

論が行なわれるので，何とか新技術の|淵発により高能率

の山造りをしたいと思っている。ご叱正ご教示をいただ

ければ幸いである。

唾
■

F_、

ド区ノキ改良系のクローン検定林
（7年生,15m,12cm)

3）林地施肥試験

今のところカラマツを主体に進めているが，幼齢時

施肥では成長の促進が凍害を受けたり，酸性土壌に対

する施肥技術の研究課題となっている。成林施肥は間

伐後の成長回復促進を目的に行なっているが結果が出

るまでに至っていない。

3．技術開発と事業化への現状

進め方については前述のとおりであり，開発項目につ

いて述べると次のとおりである。

’）ドロノキ改良系の適地調査：今後20カ年の伐採予

定地を林班ごとに拾い上げ，航空写真によって候補地

を選定の上，前半10カ年分は現地を調査し，後半10カ

年分は現地調査の結果を参考に修正した。この調査は

王子造林の現地担当者と共同で実施された。昨年前半

’0カ年分の半分を幾わったが，山抹別，林避別に適地

が集計され,造林予定地5,110haのうちドロノキ改良

系が752ha(14.7%),ヤマナラシ系が400ha(7.8%)

になった。これを元に年次別山林別植栽計画が立てら

れる。

2）省力造林技術

i.トドマツ省力造林法

①薬剤による無地栫造林法（ササ地，巣植並用）

今

E

、

&

、
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害の危険期をほぼ脱した林分を対象とし，その効果を判

定するためにそれら林分に隣接し，かつ環境条件の類似

した普通林地を対照区として合淘せて調査し比較した。

各調査地の概況は表1に示すごとくである。

切取階段施工地は斜面長約40m>傾斜角32.の斜面

に，図1のごとく，階段幅員1.3～2.1m,階段間高

距約7mで,4本の階段を切り取り，植栽したもので，

植栽後一部雪害木は除伐してある。な鯖，最上段の階段

付近は広蕊樹林となっていて，調査は下方3段を中心に

行なった。対照区はこの林分の南側に接続する林分で，

斜面長は約35mとやや短いが，下層植生は同一で施工

前の土じよう条件は類似していると見られる。

高伐作業（第’種）は国鉄において，なだれ防止林造

成の目的で立木密度の低い広葉樹林をスギ林に更改する

ために試承られた作業である。対象地が急斜地であるた

め皆伐を避け，漸次樹種更改せしめる一種の樹下植栽で

ある。作業はまず6～7m間隔に前生広葉樹で残す林木

を選定し,他は伐採して,ha当たりスギを3,600～3,800

本植栽する。スギが樹高1.5m程度に生育したとき，

残存広葉樹を樹高3～5mの位置で高伐して陽光を入れ，

かつ下方の第1枝を残してその生存をはかり，なだれや

斜面職雪の移動を防ぎ，スギがその機能をもつに至るま

での保護の役割を果たさせる。広葉樹の高伐は通常’回

で行なうが，樹冠が過大に発達しているものや，40年生

以上あるいは20年生以下の木など，一度で高伐を完了す

ることが困難な木は同一林木について2～3回，年度を

別にして，弱度の間伐をくり返す。このようにして，ス

ギが樹筒5mに達したころ，高伐広葉樹を1.2mの高

さで整理伐して作業が完了する。調査対象地は昭和22

年，当時林齢25年の広葉樹林（ミズナラ，イタヤカエ

デを主とし，ヤマモミジ，ミズキなどを混ずる）にスギ

を樹下植栽し，昭和27年高伐し，昭和41年3月に整理

伐してスギ林に移行せしめた林分である。対照林分は広

、Ｌ

、
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1．はしがき

豪雪地帯のスギ人工造林に対する積極的な雪圧害防止

対策については，現在，日本海側各県林試において，試

験地が設定され，調査が続行されていて，決定的な対策

はそれらが終了し，地域別・環境別に細部の検討がなさ

れて，初めて確立されるものと考えられる。ここでは，

林試で行なっている醗雪地帯の造林に関する共同研究の

一環として調査した中で，先人がすでに防止対策を試承

て，その効果を判定しうる貴重な数少ぽい例を昨年新潟

県下で調査する機会を得たので，その結果を紹介し，参

考に供したいと思う。

調査について，新潟県林試，同県魚沼林業事務所，国

有鉄道新潟鉄道管理局，同水上保線区，および林地所有

者の方念のご協力を得たことを深く感謝する。

2．調査地の概況

取り上げた防止対策は切取階段工，高伐作業，巣植え

植栽の3種類で，いずれも植栽後23年以上経過して雪圧

一
■

4

表 1調査地概況
‘

N・”査”|…“”斜爾“|斜形緬|僻|建蕉|撚淵
海抜高
方位

1十日町市猿倉切取階段工3301S62･W

2〃普通植栽3301W

3灘招郡溺沢町高伐作業640N60oE
4〃皆伐･普通植栽620N50oE

5南魚沼郡塩沢町

職:|鯛関山字相曽根 巣植え植栽360IN76｡E34o等斉中～下

6南魚沼郡湯沢町
普通植栽365IS75｡E31o等斉II'～下字西山r.,i=W26

錘
癖
が
狸
怨
一
狸
如
麺
唖

調査木
本数

’66

33

68

30

41

38

注No.1,4の推定豪雪深は枝下し，除伐のため不明

－15－



度を次の4階級に区分して調査した。

A級木は根元曲がりは別として，幹味直立し，雪圧害
がほとんど認められない優良木。

B級木はA級木に比し，幹にやや傾きや曲がりが認め
られ，また過去に梢折れがあっても萠芽回復しているも

のも含める。これらは材質の点でA級木より劣るが利雁

の対象となるもの。

c級木は幹の傾きや曲がりが著しいもの，また林分平

均樹高より著しく低く，伐期までに被圧枯死が予想され

るものも含めた。

D級木は幹や根元の折れ，割れ，幹のはなはだしい曲

がりや樹体全体が傾倒したものなど重大な被害を受けた

もの。

各林地の雪圧の程度を相対的に比較するために根元移

動長'〕を測定した。これは直幹部の中心鉛直線が地面と
交わる点と植栽原点を結ぶ長さで，雪圧に対する林木の
反応値として取り上げた。

稜雪深については推定豪雪深を測定した。これについ

ては昨年すでに紹介した2)のでそれを参照いただきた

いo

林分としての雪圧害のとらえ方は，雪圧害が少なく将

来li唾の対象となる木が，その地位・林齢の主林木標準
密度に対してどの程度残っているかに着目して雪害の大
小を比較することとした。すなわち，調査林分に対する
標準密度の基準として，その地方のスギ林林分収穫表の
該当地位・林齢におけるha当たりの主林木標準本数を
とり，それに対する調査林分の主林木(A+B級木）の

本数残存比率を求め，望ましい立木密度を有するか否か
によって雪圧害の程度を比較した。

3．防止対策の効果

‘切取階段工：階段施工林分と無施工林分の主林木残存
率を比較すると，表2のごとく，施工地は標準本数以
上の密度を有するのに対し，無施工地はそれに満たない‘

結果を示していて雪圧害による淘汰が著しい。特に形質

B

《
．
－

写真1高伐した広葉樹

蕊樹を皆伐して普通植栽した林分で，土じようは前者よ

り良好な巡職土のところである，なお一部雪害木は除伐

してある。

巣植え植栽地は被害木の年輪から昭和19年に植栽され

たと推定され，その当時このような試裟がなされたこと

はまことに頭が下がる貴重な林分である。現在1巣に

2～5本成立しており，そのうち5本の巣が最も多く，以

下4，3，2本の順となっている。おそらく5本植栽を基

準としたもので，数の不足するものは淘汰されたものと

推定される。図2のごとく，植栽時の巣と巣の中心間水

平距離はほぼ5m,巣内の林木間の間隔は1xn程度とな

っている。対照林分はこの林分から約2～300m離れて

南方に位瞳する同林齢の普通植栽地（正方形植）を選ん

だ。

な論，調査・比較方法について以下に少し説明を加え

よう。雪圧害のとらえ方は各種各様の方法があるが，こ

こでは木材利用の可能性を考慮して，個為の木の被害程

表2調査

一

屋里一

q’

調 査結果一覧表 L

二二一一一一一一一一一一・-－－

昌均根元移動長m

A~C級木|A~B級木
惑賎L
一
》
３
３
２
２

位地謡
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墓１１
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3等地IL5

30．9

31．0

20．810．131，48±0

20.5410.091､39±0
20.6110.181.50土0233581698169812,21011

6233581698169812,210181410.3

＊冠雪害で梢の折損した木は除いて算定した
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図2高伐作業施行地ペルト．トランセクト

が階段施工地でやや少ない傾向を示している。これは階

段上植栽木のそれが短いことが影響しているものとぷら

れる（階段上A・B級木平均根元移動長は1.33m,階

段間斜面上のそれは1.51mを示した)。また主林木平均

樹高に表わされているように，施工地のスギは成長がよ

い傾向を示している。これは根元曲がりの少ないことの

ほかに,階段作設による土じェうの耕転効果が大きく働

いているものと思われる。この林地における階段工の本

来の目的はなだれ防止が主体であったと思われるが，以

上の結果から，階段の効果は雪圧害の防止．成長促進に

も非常に大きいことが理解され，豪雪地帯における階段

造林の有効さを証明するものといえよう。

良

づ

写真2切取階段上のスギ(左側）と階段間斜面上

のスギ（右側)。成育に著しい差が見られる。

の良好なA級木の割合は階段施工地において著しく優位

を占めていることが注目される。これによって階段工の

効果は非常に大きいものと評価される。さらに，その平

均根元移動長を比較すると，統計的には差は顕著でない

－17－



高伐作業：高伐作業地とその対照地の主林木残存率を

比較すると，高伐作業地の主林木残存率は標準密度を有

し，一方普通植栽地はそれに満たない。またA級木の承

取り出しても，高伐作業地でより良好な成績を示してい

る。しかし，平均根元移動長には差が認められない。

高伐作業自体はなだれ防止林造成の目的で行なわれて

いるが，その効果は雪圧害防止にも一応役立っているも

のとみなされるが，厳密にはさらに数個所追加調査して

確認することが望まれる。本法はやや集約な，長期にわ

たる保育的取り扱いを要するので実行上問題が残るが，

日本海側低山地帯や山地帯に多い低質広葉樹林の改善に

はある程度有効であると思われる。なお調査地はその斜

面方位がNEで，傾斜が35°もある雪圧害危険地形'）

にあり，これよりよい地形条件下ではさらに良好な成綴

を得る可能性をもっていると考えられる。

巣植え植栽：巣植え植栽の効果は表2に示すごとく，

その主林木残存率．A級木残存率のいずれから承ても認

められない。本林分ば斜面方位がE面で，傾斜も急であ

り，環境条件としては一般に不良な雪圧害危険地形であ

る。したがって，他の良好な地形ではどのような効果を

示すかは不明であり，その正当な評価は現在各県林試で

行なわれている試験結果を待たねばならないだろう。し

かし，一応，本林分についての不成績の原因を図3によ

って考察して承よう。

調査の対象とした巣は合計10群で，林冠は閉鎖せず，

各巣の樹冠がまだ独立した状態を示している。そして10

群のうち,1,1,W,W,WI,Ⅷの6群においては，

巣の中で下方に位置する木が根元折れミ幹折れ・梢の折

損などの被害を受けていて，そこに巣植え植栽の弱点が

あるようにうかがわれる。その原因は植栽当初から継続

調査しなければならないが，その調査方法として森林構

成群の見方3)を応用し，各成立群・現実群ごとに各樹木

間の過去から現在までのかかわり合い，樹冠のかたより

と冠雪，それによる埋雪，またさらに各群間の樹木のか

かわり合いなどを追跡していけば巣植えの利点を生か

し，欠点を補う保育手段が見いだされるかもしれない。

一般にこのような群においては群の外側の枝がよく発達

するために各樹木は偏樹冠となり，それが冠雪した場合

もっとも早く屈曲し埋雪して雪圧害を受ける機会が多い

のは下方に位置する木ではなかろうか。Iの成立群ばそ

の上方に位置するイタヤカエデとともに一つの現実群を

形成している。この場合は，イタヤカエデによる被圧に

よってI群全体が影響を受け，成育悪く，したがって雪

圧害危険期間が長くなり,A・B級木が育たなかったも

のと思われる。

1K
Ⅶ

A

■
砂

一
三

－－〆

図3巣植え植栽地ベルト・トランセクト

以上，3種類の雪圧害防止対策の効果について，各メ

1例をあげたが，雪圧害は多種多様な環境条件によって

左右される被害であるため，より多くの調査研究の積承

重ねが必要であることを最後に強調しておきたい。
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仰木重蔵

(北炭観光K.K.)

I

徳川300年の封建制度から脱却し，近代国家として新

発足した明治維新から100年を迎えたので，明治100年

,記念事業としてかずかずの事業が行

なわれた。そのなかの最も大きなも

のとして，国土の緑化がとりあげら

れた。過去100年間に失われた緑を

とりもどし，人間性回復の場としよ

うとするものであるd

この国土緑化の提唱のなかに「国

および地方公共団体は大都市に記念

森林公園，郊外に明治の森（自然公

園）の建設整備を促進する」ことと

いうことがある。

国においては東京の近郊の高尾と

大阪の近郊箕面に「明治100年の

森」を造り，また各都道府県におい

ても，それぞれ「県民の森」の造成

にあたった。

しかし，ここに紹介しようとする
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愛知の森林公園は，すでに30数年前に造られたもので，

しかも，現在にいたる童で，林務部局で管理経営が続け

られているところに非常な意義があるものと思う。

この提唱者である高瀬五助氏は，大正12年5月に林務

課長に就任以来10有余年その職にあり，非凡の才能をも

って終始一貫，治山治水事業の強化拡充，林道の開設，

造林意欲の昂揚，部落有林野の整理，公有林の整倫育成

等に力をつくし，特に瀬戸市を中心とする治水，県有林

の整備について意をそそがれた。霞た愛知県の二大産業

の一つ陶磁器工業の資源である採掘事業の大改革など，

残された業績は枚挙に暇ないものがあるが，そのなかで

も森林公園の創設は特筆大書すべきものである。

森林公園は，東は瀬戸市，西ほ名古屋市，南は愛知郡

長久手村，北は春日井市に囲まれた地域で，尾張民族発

祥の地として由緒深い尾張戸神社をまつる東谷山もその

一画を占めている。たんたんとした風光明媚な丘陵地で

ある。
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森林公園は，いぜん宮内省所管の御料地であった約

800haの森林を，庄内川および矢田川の治水上の見地

から明治39年に愛知県が払い下げを受けたものである。

この土地は，第三期新層に属し，地味はきわめてせき悪

で，砂礫質土壌よりなり，腰性の黒松が自生し，白い地

面を露出したはげ山の連続する丘陵であった。

明治44年になって｢第一期治水事業｣が国の施策とし

て開始されるにいたり，この地域一帯も約3年間にわた

って砂防工事が行なわれた。従来は降雨ごとに下流挫耕
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地へ土砂を流出し，少なからぬ被害を及ぼしていたが，

この工事の施行により，山地もしだいに安定してきた。

その後も引き続き地力の回復，土地の保全のためにい

ろいろの対策を識ずる一方，昭和6年以降3カ年間は，

丘陵の美化計画として，わずかではあるが，風致樹が植

えられた。昭和7～8年には，約11kmの林道を開設

し，交通の便益をはかるとともに，苗圃の開墾を職櫛的

に行なって，県下の荒廃林地復旧工事用苗木の生産を推

進し，一部造園木などの義成もはじめた。

こうして，ある程度の基盤盤備がなされた昭和9年

に，時の高瀬林務課長の英断により森林公園として発足

した。県立森林公園設置案が県議会で可決されたが，当
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からも，戦後の混乱により，数カ年は施設の造成に承る

べきものがなかった。

やがて世相もおちつきをとりもどしてきた昭和27～28

年には，野外演舞場，ポートハウス，展望台などの施設

が地元後援団体の寄付によって設備されたほか，昭和27

年から失業対策事業により運動施設の整備として，野球

場，庭球場の設置を見るにいたり，昭和29年には元名古

屋師団の一画にあった乗馬施設が当公園内に移されるこ

ととなって，ようやく施設整備が活発となってきた。

また，昭和27年には，ゴルフ場の建設に着手し，昭和

39年までに完成した。

児童遊園地も昭和36～45年度にかけて整備された。

一方，植物園は森林公園をいっそう充実させ，県民が

楽しく有意義に利用できるよう建設計画に基づき昭和42

年度から3カ年計画で第一期区域30haが完成‘し，昭和

45年6月1日開園した。なお，引き続き第2期計画区域

80haを昭和45年から4カ年計画で樹木園を主体に整備

を実行中である。

区域面積は，払い下げ当時は800余haであったが，

おもに大正末期から昭和の初期にかけて私有地に隣接し

た地域で，開墾や住宅に適する地域を，逐次地元に払い

下げたため，だんだん減少して，現在では560haであ

る。
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森林公園の創設者高瀬五助氏の銅像

時の議会に対する提案説明によれば，「東春井郡旭村，

志段味村および瀬戸市にある県有林は800余町歩の一大

団地をなし，瀬戸，名古屋市のほぼ中間に位して，交通

の便と自然の景勝に富んでおります。

この地域に対して風致樹の植栽，現在林の保育等の美

化施設と保健休養施設をなすことは，いわゆる森林公園

施設として民衆の保健衛生に資すること大なるととも

に，県有林の価値を増大せしめる適切な事業と認めまし

て，特別会計林野経営費において実施を計画した次第で

あります」とあり，今日でこそ森林の保健休養の場とし

ての活用が時代の要請となっているものの，当時として

は実に画期的なことであった。

この議案が可決されたことによって，県有地の中心部

にあたる自然の擬観がすぐれ，池沼美に富んだ地域を県

民の保健厚生林として活用することになり，森林公園と

しての開発に第一歩を踏象出すこととなった。

昭和10年には，事務所の建築が行なわれ翌11年から

－部の付属建物の建設および芝生の造園と緑化が進めら

れ，また各所に火たき場，水飲場，案内標識等の設置を

行なうほか，ひつじ，ぶた’にわとりなどの動物飼育も

行なわれた。

しかし，支那事変から大東亜戦争に戦局が拡大するに

および，粒為辛苦造成してきた施設も，食糎生産の場と

して提供のやむなきにいたり，昭和20年の終戦を迎えて

HI

次に，施設の現況と利用者等について述べることにす

る。

各区域の配備面稜は次表のごとくである。

区域別配備面積表

区域｜面稜｜備 考 ▲

野球場，庭球場など

全体計画区域

運動施設区域

植物園区域

キャンプ場区域

児童遊園区域

ゴルフ場区域

その他区域

計

50ha

llO

3

3

210

184

●

36ホール，練習場など
一般広場，駐車場，およ
び自然林地域

＆

｛
560

運動場施設には野球場2，庭球場12，バレーコート

2，合宿場1，弓道場1，馬場2，乗馬道1,000m等が

ある。

植物園は自然の中で休養しながら植物の知識や自然を

観察じてもらうため，600余種の植物をとりあわせて造

園的に修景を加えて造られたものである。地域面積110

haのうち開園されているものは約30haで，今後樹木
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森林公園内噴水の景観

水をたたえた大小10余りの池沼とでおりなす山水の自

然美の中に，静的な休養，娯楽，教化施設と，動的な運

動の各施設を，それぞれ地形に応じ，環境をいかして配

置した名実ともに大自然を背景とする雄大な自然公園で

ある。

近時の目ざましい経済の発展に伴い，ややもすれば自・

然が破壊され，緑を失い，公害問題が毎日のようにやか

童しく論議され，自然公園の必要性が強く要望されてい

るが30数年も前にこの自然公園を提唱された大先輩高

瀬五助氏のけい眼にまんこうの敬意を表して筆をおく。

遊閲地の造成

園を主体として整備されることになっている。

樹木園の中には，県外から集団就職している青少年の

定着率を間めるため，若人の森（ふるさとの森）を造成

しており，日本列島を形どって9ブロックに分け，各県

の木あるいは郷土の代表的な樹木を植栽し，ふるさとを

忍びながら健全なレクリエーションができる場所とする

特別の配臘が払われている。

キャンプ場区域は岩本池畔の静かな松林で，夏のレク

リエーションに最適である。

野外演舞場は面積5,000m2で，芝生スタンドの収容

人員は2,500余人となっている。

児童遊園地は，こどもの遊び場にふさわしい内容を備

えた「こどもの家」が完成し，児童遊園地としての各種

施設が充実している。「こどもの家」は岡谷鍋機から創

業30周年の記念事業のひとつとして寄付されたもので

ある。寄付の趣旨を体して，天真らんまん，純心なこど
もたちの家にふさわしい形とか構造，色彩を考え，明る

く健康的なものである。つぷき室，らくがき室，こうさ

く室，たいりェく室に分かれている。

ゴルフ場は区域面較210haあり,36ホールのパブリ

ックコースで全国にその名声を博している。天然の樹林

で全部のコースがセパレートされている。大小三つの池

が美観と興味をそえている。コースからの眺望もまた雄

大で，遠くに鈴鹿山脈をはじめ伊吹，南アルプス，木曽

の御岳山，近くに史跡に富む東谷山，三国，猿投山など

があり，その景観はすばらしい。利用者は年間ほぼ10万

人に達する。

なお，この公園全体の利用者ば次のように，

昭和42年2,453,350人

〃433,270'100

〃443,604,170

年灸増加の一途をたどっている。

上述のようにこの森林公園は，緑の樹林とこんべきの

③
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表］皇繍灌に発生した犬,中程度の干ばつ回数

九州'四鬮|中鬮|近畿|東海[血_遜
'4回｜］31］21エ41416スギのさし木事業とかん水施設
もちろん自然条件のままでさし木をしても，異常気象

でもないかぎり毎年安定してよい発根を示すクローンも

あるけれどもその数は少ないのが普通で，造林の安全性

という点からはクローンの数は多いことが望ましいか

ら，あまり少ない数のクローンに限ってさし木をするこ

とは問題がある。だからさし木事業用のクローン数はあ

る程度多くする必要があるが，クローン数を多くすれば

当然発根のよくないものも含まれることになるから発根

率をあげる方策を講じなければならない。そこで，さし

つけてから根が出そろうまでの期間，一定の水愈を自動

的に散水をしてさし木をして承たところ発根率を向上さ

せるのに役立つことがわかったのでその概要を述べる。
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（関東林木育種場）

§

はじめに

スギのさし木は古くから一部の地方で実行され安定し

た成果をあげているが，育種事業の発展とともに広い地

域にわたってたくさんのクローンをさし木してゑると，

思ったより根の出にくいクローンが多いのが実情であ

る。発根の良否という問題は遺伝的な要素も大きいが，

環境による違いも大きい。ここでは事業実行という立場

からかん水による水分条件の調整と苗木の生産没につい

て検討して象たい。

一
一
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2．自動散水によるスギのさし木試験

(i)試験を行なった場所

関東林木育種場苗畑（海抜約30m・年平均気温14.3.

C・年降水量1,463mm)

(ii)供試クローン

過去5年間事業的規模でさし木をした結果から発根の

よいものとわるいものをそれぞれ10ク戸一ンずつ選ん

で供試した。

(iii)散水

噴射パイプによって次のような時間に自動的に散水が

できるようオートタイマーにセットして雨降りの日以外

は毎日自動的に散水した。

、表2散水時間

’・さし木事業におけるかん水施設の必要性

さし木事業の目標としては次のようなことがあげられ
る。

（イ）苗木の生産盤を安くする

（ロ）健苗を生産する

（ハ）得苗を安定させる

苗木の生産聾を安くする方法としては事業費を少なく

する方法と，ある程度の事業費をかけて得苗をあげるこ

とによって生産磯を安くする方法が考えられる。一般的

には極力蛎業没を節減して生産費を安くする方法がとら

れているものと思われるが，その場合は当然施設喪も節

減されるから，自然の気象条件に依存する度合いが高く

なる。年間降水量が1,000nlm以上で十分雨量がある

と思われる苗畑でも降水量の分布は，一，二の時期に集

中して降る雨が多く，さし木にとっては不利な場合が多

く雨の利用率は想像以上に低いといえる。なお年度ごと

の降水壁の分布には一定の法則性が認められないから，

得苗率が不安定であるばかりでなく，さらに干ばつの年
には極端に得苗が減るから経営が安定しない。
ここに明治26年から昭和14年までの間に発生した

大’中程度の干ばつの回数を掲げると次のとおりで，地
域によっては4年に1回く･らいの割合で干ばつに見舞わ
れることになる,。

▲

当
の
回
り
１
た
上1コ二

掌
たりの

散水期間
散水時
間

皇蝋纈'5分

I』

＆

に集 備考1日当たりの散水量は8～10mmに相当するo

が多(iv)さし木

ごとさし木床は15cm前後のあげ床とし，昭和44年4月

ら，13日～15日庭かけて小枝のもぎとり法によって穂づくり

の年をしてさしつけをした。

さしつけ直後から散水をはじめ日覆はやらなかった。

した比較区は散水をせずにヨシズで日覆をした。

,地(v)その他

隊わ植物成長調整物質（エクベロンL溶液・インドール酪

酸鵬度200ppmの溶液に切口を24時間浸淡）もあわせ

－22－
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表3自動散水およびエクペロン（植物成長調整物質）処理によるスギのさし木試験の結果

散水区(日覆なし）｜散水十ｴｸべﾛﾝ処理 ヨシズ日覆区(比較区）1964～1969年散スン
の事業におけ

蓋｜称 る発根率
（）範囲

’

’日覆十エクベ戸ン処理クロー

名

i
;(38～98）6840腰::罐|:：
|51014,21890151014681(3"31"815101

（0～33）11

（5～75）27

（4～79）38

（6～90）43

(20～82)56

(53～98）73

（1～51）19

128012201('7:;'786111岡
|79016741(']里｢詞51014681(3.3191817901

#1識1
359(''"|7q415033731(8･IM
8

16

1
3

3

3

3

17‘|(3'幾'6"’’’
5331(23i$|675150313731(aa

％
4乳5

70．0

38．5‘

82．8

28．2

8765

8Z2

65．0

92．3

92.3

100.0､

100.0

744

74．2：

下水内2

西多摩2

河津14

喜多方2

大間を2

勿来3

塩谷3

双葉1

久慈7

大月2

久慈34

〃24

上都賀4

小計

水戸6

高萩5

石城7

天城4

比企6

大田原2

天城5

小計

合計’

a

．
《

2801

(8通741
（注）カルスの象というのは，カルスだけができて発根するまでに至らないもの。同欄の（）内数字ほ比率を示ず°

て行なった。した。その結果は表6のと満りである。

(vi)試験結果施設澱や苗木の販売価格は場所によってちがいが大き

昭和45年3月掘取調査をした結果は表3のとおりで，くどの数値を使うか問題があるが，ここでは林野庁造林

これを見やすくしたのが図1である。これでゑると発根保誰課の日野技官が試算した数値を引用させていただい

率の一番よいのは散水とエクベロン併用区で91．8％，た。

つづいて散水区が85.3％，エクベロン処理区が74.2％，表6の結果を要約すると次のとおりである。

比較区が67.5％という順になっている。（イ）苗木の生産費

なお散水による平均発根率の向上は17.8％で，躯業かん水施設費として540,000円の設備投資をしても発

能規模でさし木をして発根のよくないクローンでも相当根率が17.8％よくなったので得苗本数がふえ，結果的

発根率がよくなっている。にはかん水施設をしないでさし木をした場合より苗木生

産饗は1本当たり2．74円安くなっている。

3．かん水施設をした場合の苗木生産鍵（戸）企業利益

試験の結果から自動散水施設をしてさし木をすれば発苗木を販売価格で売り払いをすれば施設をしない場合・

根がよくなることがわかったが，施設磯を投資した場合の利益額は71,844円であるのに対してかん水施設をし

苗木の生産費がどうなるかについては経営上重要なポイてさし木をした場合は215,797円となり約3倍の利益の，
ン卜となるので大まかではあるが試算をして象ることと増となる。
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表5穂木の生産費礎木代金）言％
100|宛ご毒2RI2040･6090
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表6さし木生産饗の比較(10a当たり）
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②欣水十エクベロン処理の発枇卒．
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図1スギさし木試験における発根率

表4かん水施設機と偵却蟹(10a当たり）
－ －

(ii)償却饗

年度施設饗|利子｜

；
円

154,000127,0

2〃24，3

3〃21，6

4〃18，900

5〃16，200

6〃13,500

7"10,800

8〃8，100

9〃5，400

10〃2,7001

(i)施設擬

種別｜金額 償却額

門
81，000

78，300

75，600

72，900

70，200

67，500

64，800

62，100

59，400

56，700

１
１

506,2031597,0851’
,50,0m’噴射パイプも

しくはスプリ
ンクラー

付属器具

一一

さし木苗1本当
たり生産喪

苗木販売価格

,2恩’円
14.89’
’

今

一一

"52114，52

(17.0％）
71，844

50,000’

’
30,000

P

販売価格で売私
いをした場合の
企業利益 (;粥|《)鮮蕊剰鵡’オートタイマ

q

一

(i)10a当たりさしつけ本数85,0001本
(ii)かん水しない場合の発根率40%,得苗数
34,000本（85,000本×0.4）

(iii)かん水施設をしてさし木をした場合の発根率
，57.8％，得街数49,130本(85,000本×0.578)

販売価格で売り払いをすると約123万円の投資をしても

よいということになる。

（二）発根率向上のめやす

茄穀費を540,000円，企業利益率20％として，苗木

を販売価格で売り払いをする場合，かん水施設をしたこ

とによってどれだけ発根率をあげればよいかを計算して

承ると約8.4％向上すればよいということになる。

上

電磁弁もしく
60，000

はモーター

付属工事業蟹
250,000

等

計｜"0,0001 ’540,0001148,5001688,500計

備考施設は10年倣却とする
金利は年5分とする
1年当たりの償却職688,500/10＝68,850門

(ハ）施設費の投資限界

企業利益率を20％とし，17.8％発根率がよくなれば
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試験の結果では発根率が17.8％向上しているから

8.4％前後の発根率の向上はまちがいないと見てよいだ

ろう（もちろんクローン構成に.よって違いはあるが)。

従来も散水施設をしてさし木を行なっていた例もある

が，試験的なもの以外は手動によって乾燥したら散水を

するという方式のものが多いが，この方式では水分条件

に法則性をあたえるということにはならないので，必ず

しも発根率の向上にはあまり役立たない。したがってか

ん水施設をする場合は施設苗畑の実情に応じてオー1,タ

イマーなどによって自動的に所定の水量をかん水するこ

とができるように設備する必要がある。

おわりに

さし木は根のない枝葉をさしつけして根を出させると

諏訪の農家

信州にはいろいろな形式の民家が残っている。塩尻

から善光寺街道の郷原宿，伊那街道の北のはずれの小

野宿などに残っている本棟造りは，本陣とか名主層を

代表した民家の建築であるが，一方農家の形式にもす

ぐれたものが多い。写真の家は茅野の農家である。

八ガ岳山麓の茅野は，冬にば零下15度にもなり晴

天が多いことから徳川時代から寒天造りが盛んで，い

までも全国一の生産を誇っている。寒気のわりに雪が

少ないところから軒の出の深い大軒造りという民家が

発達したのだろう。軒の出は2.7naにも及び，早く訪

れる冬に備えて農作物や家蓄の飼料を取り込んだり，

そこで冬の仕事もするためである。

屋根は板葺（いたぶき）で，腐りに強いクリの木

（木曽ではヒノキ，飛騨ではクリの皮）などを板にし

て張り重ねてのせてゆき，おさえに石を置く。そのた

め急勾配（こうぱい）にすると板も石もずり落ちてし

まう。軒の出を深くするためには，梁の出，はね木，

｛

いうことだから水分条件が大きく影響することはまちが

いない。自然条件における水分条件は降水量に依存する

ことが大きいが降水量の分布は，一，二の時期に集中し

て降ることが多く，また年度ごとの降水量の分布も法則

性を見いだすことができないからさし木の発根を安定さ

せるためには水分条件の調整が必要である。そこでかん

水施設について試験の結果を参考にして検討して染たと

ころ，施設をすることによってかえって苗木生産費が安

くなるという結果となったが，たとえ苗木生産費は安く

ならなくても，かん水施設をしてさし木をすれば発根率

がよくなるから根の総量も多くなり健苗の育成ができる

ばかりでなく，発根のわるいクローンの陶汰にも役立つ

のでそれらの点も考慮にいれて，さし木事業の実行にあ

たっては自動かん水施設を設備したいものである。

たる木と三段構えにしてがんじょうに造られる。それ

が信州中央部の農家の特徴であった。

東北や北陸の積雪地帯の部厚い茅葺屋根に比べて，

八ガ岳や御岳を背景にしてみる，この大軒造りはいか

にも軽快な感じがしてなつかしい。

（岡谷寺田和雄）

〔詩翰高潔縦菖蕊糟裟詳蕊す〕

Z全_里≦ず寺一一一一〔山の生活
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取っ付きにくい言葉と，そうでない言葉があることは確

|蟄一|童H蘆'一|蚕’，､と患う｡林業鯛謬の多く憾前着に属する…ないか
と思う。そして，例の法正林などがその最たるものだと

してよいと。
毒舌有用〔22〕ﾉｰﾙｩｧﾙﾄ

その法正林なるものは，独逸語のNormalwaldに当て
ノルマーノレノーマノレ

た言葉の由だが，独のnormalにしる英のnormalにし

松下規矩ろ，それぞれの国の人にとってはおそらく極を普通の日
常語なのであり，したがって,彼らは，意味内容が分かる（林試・東北支場長）

ノルマールヴアルトノーマルフォレスト

分からぬは別として,Normalwald､normalforest

法正林批判 に，われわれが法正林という言葉に感じるような違和感

は持たないのではないかと推察される。われわれ日本人

草下正夫氏もいつかそのことでⅦ毒舌〃を吐いていたの間でさえ，ノーマルとかアブノーマルとかいう言葉は
が，林業というか林学のというかの用語が分かりにくい日常化しているくらいだから。

ぱや

とは三クいわれることである。したがっていまさらそれ しかもこのごろはアチラ語流行りである。法正林も，

を蒸し返そうとは思わないが，専門用語一必ずしも学ノルマールヴアルトはともかく，ノーマルフォレストと

術用語に限らない一の具体的な意味内容（概念）が素でもいうことにすれば，ハイカラでもあり，違和感を持

人に分からないのは当然のことだろう。新聞の経済棚がたれなくてすむだけは得ではないかと思うがどんなもの
チンプンカンプン

素人に珍文漢文なのがいい例と思う。だろう。林業の近代化が合言葉承たいになっているが，

ただ，分かる分からぬとは別に，はじめから何となく言葉をハイカラにすれば使う人間の気分もハイカラにな

＝炉〃"‐”"〃も…‐イーα”子〃'””"”…”勺…マバ"伝”′…″…〃炉蓉名守〃…〆”ｿ“"”も…兵”…"”〃ぞダ…”ヶ”'一”f翅

いは通じやすいのではないかとの思惑から，飛行機の中

林間漫語〔12〕の坐席に並んでから,おそるおそる
「日本では狼談と称する短くて楽しくて，少蓉エロチ

堀田正次ツクな話(Shortandmerryandlittleeroticstory)

（三菱製紙(株)・取締役林材部長）があるが，興味があるか」

と質問したところ，ニコニコした表情で「Ilikevery

DirtyStory much,Teachme!」とはねかえってきた。

そこで，わたくしは中学時代，高校時代に習った英単

ニュージーランドに旅行した時のこと。日本人が案内語を思い出しながら，ポツポツと話し始めた。
してくれるものと期待していたら，商社の支店長から， なかなか思うように適切な単語が出て来ないが，聞き

「あいにく，明日からのご旅行で，案内する予定の日本手が英語に精通しているので，いろいろな単語を並べて
人に，急用ができてご案内できないことになり，まこと助けてくれたが，それでも七転八苦の後に，かろうじて
に申し訳ない次第ですが，日本人によくわかる英語を話TheEndに漕ぎつけることができた。
し，日本人の英語を理解できるニュージーランド人をつ 「おわかりか！」というと，「よくわかった，面白か

けますから….」と，五十歳前後の，ニュージーランドつた」「ニュージーランドでは，このようなStoryをど

人を紹介された。 う呼ぶのか」「DirtyStoryという。もう一つ聞かせて

翌朝から，彼の案内で，飛行機と自動車の旅行が始まくれないか」という。

った。二つ目の話は，英会話に馴れたことと，聞き手との間

わたくしの英会話は，お粗末そのもので，人前で語れに親睦度が増したためか，七転八苦が，五転六苦ぐらい

るものではない。の所でTheFndにたどりつくことができた。

通訳がおれば，できる限り英語は喋らないことにしてわたくしは「わたくしの話を君がどの程度理解したの

いるが，日本語の不自由なニュージーランド人相手でか知りたいので，書いてくれないか」というと「OK」

は，否でも応でも，英語を話さないわけにはいかない。の返事と同時にカバンから紙を取り出してスラスラと書

堅い話では通じにくいし，狼談に類した話なら，あるきつづった。

－26－
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蝋臺難競篝塗職蕊琴
ツな話だが，そのあと』こずらずら並んでいる帆基準通り紙数もないので結論だけいうことにする。私は，理想と
の〃とか、標準の〃とかいう意味は’すべてそこから派現実とは別だというようなことが一別には違いないに
生的に出てくるものなのだと悟った。精神状態がノルマ

ルというのは，それが尋常，普通の状態であることにほしても，いや別だからこそ－あまりに安易にいわれる
のを好まない。その底に，問題をまともに受け止めず，

かならないというようなわけで。
ノーﾏﾙﾌｫﾚｽﾄﾉー ﾏﾙﾌ毒ﾚｽﾄはぐらかす卑しい心情がほの見えるからである｡理想と

そこで，法正林を何よりもまず普通の林のこと現実とは，禅語にいう，別れていて別れていない不二の
に解釈したらどういうことになるかと考えてふた。何にものとされなければならぬと思う。
とっての普通の林なのか。観点次第だが，林業につけて かくて，既成概念の善し悪し，功罪は知らず，ともかノーマルフォレスト．リー

いう以上は普通の林業にとっての普通の林でなけれくも法正林（＝概念）は林業にとって不可欠のものであ
ぱならないだろう。何が普通の林業か。これも観点次第り，そのさいそれは理想の問題であると同時に勝れて現

．．．．．．てい

だが,業に重きを置くとすれば,世間に普通の業の態を実の問題とされなければならぬと考える。
なしているのが普通の林業とされるべきだろう。

とすれば，多かれ少なかれ毎年，永続的に収益をあげ
ていノーマルブォレストリー

る態の林業を普通の林業としなければならぬことは，

今度は，必然だろう。かくて，法正林（＝概念）は，少ロロ
なくとも普通の林業を考える限りは，好むと好まぬとに

錘…z〆ザタァデ呪”品…畠転"F呪〆"”〃便夕や液〃幸,争蓉,マパE”F茨”'々 アマ品”癒双毎4年ﾉ戸”ず一汗J〃夕〆泌〆〃〃グマf〃も短β〃硬〃ｿ戸別グソー”f”や淡〃”ザ筋”の”″ククソァ戎”ソ”″f″語”

それを読んで象ると，わたくしの喋ったのと，内容はこれなら辞書の助けを借りずにご理解願えると思う。
同じであ道が，あかぬけした表現に書き替えられてい彼は返礼にNewZealandDirtyStoryを話してくれ
る 。た。

ご参考までに，最初に話したものをご披露することに 書いたものを見るとよくわかるが，聞いていると，文

しよう。字を追うのと遮って理解しにくくて，何度も聞きなおし
た。

DirtyiStory:の交換でお互いの意志の疎通もよくなり，
曇

Elderbrotherandyoungersisterlivedontheわたくしのつたない英会話もよく理解してくれたので，

sideofamountain. 日本人の案内に比べて何の遜色もない効果をあげえたも

Eachdaythebrotherandsisterwentuptheのと確信している。

mountaintocollectfirewood．NewZealandDirtyStoryをご希望であれば，ご披

Oneday,aftertheyhadcollectedenoughfirewood露してもよいが，林業技術に掲戦することにいささか気
whichtheycarriedontheirbacks,theywerewalk-が進まない。

ingdownthemountainpath,withthesisterin 狼談が英会話に役立つことを申し上げて，思わざる狼

談の効用があることをご披露申し上げたかった。frontofthebrother.

Thebrother,watchingthemovementofhissister's ご粗末さま。

bottom,begantofeelratheranxiousforsexand

eventuallystartedmasturbationwithhisrighthand.

ThesisterunexDectsdlvlookedroundandinvited

旬

．
《

一

▲

己

Thesisterunexpectedlylookedroundandinvited

thebrothertojoinher.Thebrotherangrilyreplied

thatsuChthingdoesnothappenbetweenbrother

andsisterorwithinfamily.

Afteralittletimethesisteraskedhimifhis

righthandisdifferentfamily!

－27－



伐木造材用機械として，今日では常識的な手段となっ

ている動力鋸（チエンソー）は，占領米軍が使っていた

旧式の重い2人用の機械をまねた国産機が試販されたこ

とがあったが，昭和27年ごろから欧米の軽い1人用新型

機が輸入され出すにおよび，国産機もこれに刺激されて

新型の開発にかかり，30年代に入ると一応欧米機に対抗

できるダイレクトドライブの軽量機が生産されるように

なった。初版の出た35年ごろからは，日本のチエンソー

需要は爆発的に進展しはじめ，欧米の各メーカーは一斉

にこの新しい市場に注目し，殺到するようになった。36

年ごろの国有林の保有台数4,000台，民有林7,000台程

度であったものが，その後，例の振動問題でマスコミや

官庁などが騒ぎ立てたにもかかわらず，民有林の台数は

毎年10,000台以上の加速度的尻上がりの急増を続け,10

年後の45年には16倍を越える113,500台に達し，さら

に上昇は止叢りそうに見えない。ただし，昭和”年ごろ

からチエンソー導入と国産機の育成に努力してきた国有

林においては，この10年間ほとんど横ばい状態に推移し

ており，45年においても5,000台余にとどまっている。

欧米に立ちおくれた日本のチエンソーエ業も，この10

年間にようやく軌道に乗りはじめ，アメリカ，カナダを

主とした諸外国に向かって積極的な進出を開始した。

その他，新手の伐木機械としては，トラク罫に取りつ

けた油圧作動の巨大な鋏（ツリーフェラーなど）が国内

でも試用されはじめ，また造材機械では全木集村された

材を，枝払い，玉切り，仕分けなどと自動的に処理する

車両群（スエーデンのスンズシステム）も試験的に導入

されている。

欧米にはさらに徹底した自動機械があって，立木の根

株の切り離しから，枝払い，末木の切除，伐採材の後方

側方への“かたづけまでを一気にやってのける伐採作

業車や，油圧鋏で切り取った材をその主ま背負って走行

蹴悪灘擬騨熟鴛辮鷲
ただちにこのような方式を採用するのは無理があるが，

ただし労務事情は年をきびしくなっていくと思われるの

で，いずれは日本的な山岳林作業車両の開発などによ

り，このような自動機械が使われるようになると思う。

わが国の林内集運材作業では，戦後の奥地未利用資源

開発の要請にこたえ，国有林を中心として高性能長距離

高速度集材機の開発と，それを駆使する集材機作業技術

の向上。民間を中心とする長距離運材索道技術の進展が

図られ，初版の出たころにはすでに山岳林用集材機と索

道は，性能，台数，作業技術ともに世界の最高水準に到

達した。それと併進して，索道用架空索(スカイライン）
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伐木運材部門，すなわち収穫関係部門は，林業の中で

は最もはなやかで，また推移変転のす承やかな部門の一

つである。「最近10年の」との指示を受けたが，それだ

けでは推移の実情を理解するには不十分だと思ったの

で，この10年を中心として，そこに至る経緯の概略と，

ある程度の今後の見通しをも含めて述べて蕊たいo

広大峻嶮な山岳林から大鐙の重い木材を能率よく搬出

することは困難な作業であるため，この部門を担当する

技術者たちほその改善に努めて，多くのすぐれた技術や

機器を産象出してきた。わが国の伐木集運材技術は長い

歴史を持ち，戦前すでに高い水準に達していたが，戦後

の進展変化はさらに目ざましく，復興期に主力林業機械

として全盛を誇った機種の幾つかが，すでにその座を他

に譲って消えていった。百科事典が最新の技術に加え

て，過去のすぐれた作業手段についても詳しく解説し，

記録にとどめたことは意義深いものがある。
林業経営をささえる各種の手段は，そのときどきの工

業環境，経済環境，労務環境など，外部傭勢の変化に影

響されて変化，週こしていくものであるが，ことに伐木

集運材部門の技術は敏感に外部環境の変化を受け止め，

目まぐるしく変転してきた。

第二次大戦で廃嘘と化した日本は，復興の足掛りとな

る資源の一つとして，残された森林の開発利用に大きな

期待をかけざるをえなかったので，われわれ林業人ほ乏

しい機材をよせ集めて，奥地に眠る森林の活用に精力的

な活動を再開したのであった。

終戦から昭和27年ごろまでは，山村には兵役および軍

需産業から復員した，豊富で水準の高い労働力が存在

し，他面，都会の工業はまだ満身創痩で，林業に対して

すぐれた機械を提供することができず，さらに林業家自

身も十分な資力を持たなかったので，国有林など一部の

大経営を除いてはほとんど人畜力と重力利用の無動力機

器に依存せざるをえなかった。
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の実用的設計技術およびこれに関連した研究が全国的に

広く行なわれ，さらに架線技士資格の国家検定の措置と

も相まって，架空索設計技術は急速に林業家の中に浸透

した。①

集材機普及の出足がややおくれた民有林においても，

昭和30年ごろから，民間の要望にこたえた小型廉価な集

材機が売り出されるようになるとともに，急に索道の時

代から集材機の時代に移行しはじめ，35年ごろは民間集

材機の普及が急進展を開始して，毎年3,000台以上の保

有台数の増が続いていた時期であった。小型磯の普及は

ただちに大型機への需要を呼び起こし，これからわが国

仁は集材機の黄金時代が到来する。ただし保有台数の伸

びはわずかずつ鈍化していき，現在では年1,000台前後

の増になって来たが，結局この10年間に5,000台から

22,300台へと，約5倍の伸びを記録した。他面,国有林

にあってはこの期間すでに安定状態に入っていて，保有

台数はほぼ2,000台前後の横ばいを続けている。

集材機そのものの発展に伴い，作業方式，索張り方式

についても，全幹集材の普及，あるいは小而職集材や間

伐材集材などへの要望の増大など，備勢の変化に応じて

各種の新しいスカイライン索張り方式や，無主索簡易索

張り方式が考案され，今日ではそれらの方式を適材適所

艇自由に駆使する柔軟な索張り方式選択思想へと脱皮し

ようとしている。鋼索の張力管理の考え方についても，

当初は前述の索道用主索の設計計算を援用してきたが，

元来集材機作業はウインチで作業索を駆動して集材シス

テムを操作するもので，そのうえ，時を'I幅広い横取り

作業を行なうのが常態であるから，静的荷重を計算の基

礎とする索道用の設計技術では現場の実情に沿わないこ

とが多いので，最近では作業索張力の刻々 の変化を直接

把握監視し，架空索についても原則的に実測主義に立っ

た，実戦的な張力管理技術が要望されるようになってき

た。

わが国の林内集運材用車両としては，ク戸一ラタイプ

とホイールタイプのトラクタがあり，地形のゆるやかな

車両作業適地でかなり古くから使われている。ただし山

岳林が多く雨量も多い日本では，そのような車両作業適

地はあまり多くないので，トラクタは数遥的には多くは

ない。ことに比較的廉価な腿業用の後二輪駆動型式のも

のは牽引力が十分でなく，特にぬかる糸に弱いという欠

点のために，従来はクローラトラクタに主役をゆだねて

きたが，最近北アメリカその他で好評を得ている大径の

空気入り低圧タイヤを持った四輪駆動，ピヴォットステ

アリングの集材専用1,ラクダが日本の使用条件に合わせ

て改良され国産化されるに鈴よび，そのすぐれた行動力

が買われて着たと普及台数を伸ばしはじめている。

昔から広く行なわれてきた林内集運材技術である木馬

出し，橇出し，修羅出しなどは，次第に衰退しつつあっ

たが，労務情勢の変化に伴って，この10年間に急速に姿

を消していき，他面，国有林などの現場では無線あるい

は有線操縦によるリモコン集材機作業や，特殊環境の林

地に対してはヘリ三プターによる集運材作業も試みられ

ている｡

林ﾀ睡材では戦後の10数年にわたって国有林の主要運

材機関であった森林鉄道が，わが国の自動車工業の発展

に伴って林道によるトラック輸送に切り替えられてい

き，現在ではわずかに木曽谷に残っている程度になって

しまった。もちろん民間に若干あった林鉄も姿を消して

いる。

林道など道路事情の関係から，わが国の運材用トラッ

亥には諸外国に見られるような20トン級以上の大型運材

専用車は使われていない。また，最近パルプ関係工業が

原料を原木からチップに切り替えてきたので，チップ輸

送用トラックが全国各地で見られるようになり，したが

って各林業地には多くのチップ製造プラントが設けられ

るようになった。

ここ数年来，南方，北米，シベリアからの木材輸入が
急増し，国産材を圧倒する傾向を示している。それは必

ずしも永続するものとは思えないが，現実の外材輸送の
盛況に対応して，大型の運材専用船やチップ専用船すら

出現して輸送コストの低減をはかるようになってきた。

広い土場における荷扱い作業には，油圧作動のつか率

装置によって材をつか承上げて走行するホイールタイプ

またはクローラタイプの大小さまざまなローダーが増え

てきた。アメリカなどでは一度に20～30トンの材をつ
かんで持ち歩く大型機（ラソバージャック）が多数使わ

れているが；わが国ではトラックとの関連もあって4ト

ン前後のものが多いようである。

また，油圧つか桑装置と，屈曲旋回自在の頑丈な腕を

持った車載（トラック）用の，クレーンとローダーの混

血機（1～2トン級）も数機種が生産または輸入され，

省力機械の一つとして普及しばじめている。これは前者

と異なり，一時的に定地に固着して作業するもので，比

較的狭い場所に向いている。

以上，ざっとふり返って見ても，この10年間の収穫関

係手段の変化には目を見張らせるものがある。この傾向

は今後も日本の経済事情,工業技術の推移によってさら
に著しい変転を見せるものと推測される。ただし，林莱

の置かれる環境は次第にきびしさを増してくるものと思

われるので，今までのように，珍しく変わったものに無
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批判に飛びつくのでばなく，機械（手段）の十分な理解

と，経済的技術的環境に対する適確な洞察を踏まえて，

手堅く技術革新へのステップを積承上げて行かねばなら

ないと思う。

イギリスでは，環境の悪化が都市地域から急速に田園

地域に波及していく最近の状況に対して，従来は国立公

園法によって田園地域全般の自然等の保全をはかること

を意図していたものを補充するために，1968年田園地域

法(CountrysideAct)を制定し，さらに強力に田園地

域の「自然等と快適さ（アメニティー）の保全と増進」

－非都市地域の総体的な景観保全一をばか為ことに

よって，生活環境を美しく快適に整える姿勢を明らかに

している。その中で特に森林は，人工林，小樹林，単木

も含めて，環境の快適さ（アメニティー）に重要なかか

わりをもつファクターとしてとらえられている。

わが国においても，1964年日本学術会議が（天然林保

誰地域の設置について，政府に勧告を行ない，日本の森

林型を代表する典型的な天然林を対象として，全国10力’

所について学術的な立場から具体的な提案を行なった。

最近の環境問題の深刻化とも関連して「自然保護」に

対する国民の関心もにわかに高まり，国立公園地域の自

然破壊に対してきびしい朧視の目が向けられるととも

に，森林についても，屋久島，奥秩父，奥日光などの残

り少ない天然林について，国有林の施業に対する強い批
判が現われている。

森林の環境保全的な面のとらえ方は，森林の存在がも

たらす美的，生理的，物理的，心理的な効果の評価であ，

って，都市計画，林学，造園などの立場から具体的な研

究，試行が行なわれはじめている。

都市環境のための重要な施設である都市公園とともに

都市の巨大化と関連して，緩衝緑地の設定が計画され，

また新産都市の開発に伴って「公害防止林」の設置が計

画され，1965年から千葉（市原)，大阪(堺)などで試験

的な実施が行なわれている。さらに，従来からあった

「都市林」についても，環境保全林としてこの新しい視

野からの再検討も行なわれはじめている（1970年科学技

術庁レポート)。

最近における生態学の発達は，環境保全や自然保護に

ついて新しい分野を開いたが，特に植物生態学的な考え

方は森林の保全に有力なささえとなっている。

2．野外レクリエーション

第2次大戦後，野外レクリエーションの需要は，世界

を通じて急激な高室りを見せており,わが国においては，

1960年代の躍進的な経済の発展を背景にして，所得とレ

ジャーの増大とともに，一般大衆のレクリエーションの

需要は世界に比類を見ないような，著しい伸びを示して

いる。特に国立公園，国定公園などの自然公園における

利用の増大は非常なもので，世界に冠たる利用度を示し

ている。
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簸近の10年間における，森林あるいは林業に対する考

え方は，世界における急速な科学技術の進歩，特にわが

国においてはGNP世界第2位にまでのし上がった経済

の躍進を反映して，大きな転撫俎に入ったことを思わせ

るものがある。それはかつて経験しなかったほどにきび

しいもので，森林の価値観について基本的に見なおすこ

とを必要とするような本質的な問題を含んでいる。森林

の産業経済的な使命はいよいよ深刻さを加える一方，森

林がもつ本質的な機能であるべき環境保全的な機能一

環境における森林のもつ生態学的な保全機能一につ､、

ての，従来の見方が必ずしも妥当な評価を与えていなか

ったことに対する強い反省が現われている。

造園の立場から見れば，1960年代は，かつてなかった

ほどに自然保謹（環境保全）と野外レクリエーションの

両面から，森林に対する考え方の著しい変革が認められ

る。しかもそれは社会の強い要請によってもたらされた

森林の新しいあり方，意味の追求でもある。

1．自然保護一環境保全

最近にわかに露呈してきた公害一一生活環境の悪化に

よって，環境保全あるいは自然保護に対する社会的な関

心は世界的に著しい高まりを見せてきた。

従来木材の生産に大きな比重がかけられていた森林の

あり方についても，森林の本来的な資源の一つである環

境保全的な役割に強い関心が払われはじめた。

アメリカでは,今世紀のはじめから森林保謹地(forest

reserve)として，国有林や州有林の中で原生林の保謹が

はかられてきたが，1964年には多年の懸案であった原始

地域法(WildernessAct)が制定されて，国立公園，国

有林の地域の中に「原始地域」を国が指定して，国民の

利益と福祉のために恒久的に景観の原始性と保持をはか

る自然のコンサーベーションの体系が整えられている。
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1930年代からすでに,野外レクリエーシ三ン(Outdoor

afecreation)問題の社会的重要性に着目して，レクリエ

ーション資源に関する調査，研究，計画を国家的規模で

手をつけてきたアメリカで肱，1958年，法律によって野

外レクリエーション資源調査委員会(ORRRC)を設置

し，現在および将来(2,000年)におけるアメリカ国民の

野外レクリエーションの需要を予測し，その需要を満た

すために必要なレクリエーション資源の調査を行ない，

そのための政雛および計画に関する勧告を大統領と議会

に対して行なうことを任務としている。1962年に提出さ

れた報告灘「アメリカの野外レクリエーション」(Out-

doorRecreationforAmerica)は，ぼう大な労作に基

づく賀重な成果で，将来の多量化，多様化する野外レク

リエーションに対する適切な指針として，各国に大きな

影響を与えている。・

わが国においても1960年代には，週休2日制の一部

実施など勤労時|鮒の短縮によるレジャーの増加と，生産

性の向上による所得の増大によって，観光レクリエーシ

ョンの需要は急激に高まり，すでに過剰利用の現われて

地､るところも多く見られる。これに対応してレクリエー

ション開発も活発に行なわれたが，私企業としての営利

主義的な傾向も強く現われて，レジ.ヤーの社会化に対し

て好ましくない問題が多く提起された。

1960年代には，パブリック・レクリエーションの意識

が明確に表われて，大衆的な健全な利用施設の公共的な

開発として，国民宿舎，公営ユースホステル，青年の家

などが創設せられ，さらには「国民休暇村」が時代の要

求に適した施設として，着実な成果をあげつつある。

国立公園，国定公園などの体系的な整備も一段と進ん

だが，特に顕著なことは「明治百年」を記念する行事と

して，「明治の森」の名で多くの森林公園が国や自治体

によって設定されたことである。

国有林は，広義の環境保全のために重要な社会的役割

をもつと同時に，一方では，わが国で最も大きなし、クリ

エーションポランシャルを保有する地域である。国有林

地域の一部が，国設のスキー場，野営場としてレクリエ

ーションのため一般に解放されたが，さらに1968年か

らは，林野庁自らが「自然休養林」を国民のための野外

レクリエーション地域として設定した。

自然地域におけるレクリエーションの重要性がいよい

よ増大する中で，1966年科学技術庁は政府に対して「自

然休菱地としての森林の保全開発に関する勧告」を行な

い，森林のレクリエーションと保全問題の方向を示して

いる。
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会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。会員

の投稿によって誌面が賑うことを期待しております。

園技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表憾なるべく

省いて下さい。〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷り上がり3ページ以内)〕

皿林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に

ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結構です。

〔400字詰原稿用紙10枚（刷り上がり2ページ)〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。

口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から一枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。

口原稿に味，住所，氏名および職名（または勤務先）を明記して下さい。

口原稿の採否，掲紋の時期については，編集室にお任かせ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲載でき童せ

んので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。

口掲赦の分には，薄謝を贈呈いたします。

口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号[102]日本林業技術協会編集室
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礎調査を実施した。

昭和39年には林業基本法が施行され，国として林業改

善のための施策を講ずる旨が明らかにされ，その趣旨

は，小規模林業経営者の規模拡大，経営埜盤の充実，生

産基雌の整備，資本装備の高度化および協莱の推進等林

業柵造改善に必要な事業を，市町村の実傭に即した自主

的計画にしたがって，有機的，総合的に行ない，国は本

対策を通じて林業構造の改善を図り，これによって林業

の生産性，収益性の向上と林業所得の増大を期すること

を目的として本事業が発足するにいたったのである。

その後，昭和41年には，入会林野等に関する法律施行

に伴い林業椎造改善の一環として入会林野の近代化を促

進するため経営基盤の充実事業として取り入れてきた。

さらに，45年度から本事業促進対策の一環として，す

でに本事業終了地域でその事業成果が，相当顕著で，実

施後の経営管理が適正に行なわれており，地域住民の意

欲も高く，市町村，森林組合等の負担能力があり，事業

実施の条件を組織的に有している地域を対象に追加事業

を実施した。

また，46年度予算においては，はじめにも述べたよう

に林業職造問題検討費が認められ，新しい段階を迎えて

おりその検討結果が待たれるところである。

2）事業の対象地域

森林面積がおおむね5千ha以上，民有林面積おおむ

ね1千ha以上，旧市町村単位の林野率がおおむね70%

以上等となっており，地域経済において林業が重要な地

位を占めている市町村となっている。一地域の事業費は

平均7千万円で，国がその2分の1を助成する。また事

業は，計画樹立期間が1年，実施期間はおおむね3年間

となっている。

3）事業区分と事業主体

(1)経営基盤の充実事業，(2)生産基盤の整備事業，（3〉

資本装備の高度化事業，仏)早期育成林業経営の促進事

業，(5)協業の推進事業，(6)特認事業となっており，こ

れらの事業を行なう事業主体は,市町村,施設森林組合鱗

挫協，森林所有者の協業体等となって､､る･

の事業の実施状況

45年度までの指定市町村数は859で，858市町村が事

業を実施しており，そのうち420市町村が事業を終了し

ている。

なお，本年度より追加事業として86市町村において

も事業を実施することになる。

年度別に象た市町村の推移は第1表のとおりである。

第1表年度別市町村の推移

1､'1､'I､4､'M､小笹企企傘4二企

罰会員'2広場
一 －

林業構造改善事業における

特殊林産物生産の事業成果について

砥

福丸博房

(林野庁・森林組合課）
’

《
》はじめに

最近における林業をめぐる諸情勢には，外材の増大，

林業労働力の減少等きわめてきびしいものがある。

本事業の発足当時に比べると大きく変化してきてい

る。このような情勢のなかで，本事業も本年度をもって

溌終の地域指定を終え，49年度にはその事業を終了す

ることになっているが，さらに，これまでの事業の成果

や，問題点をふまえ，林業のきびしい諸情勢に対処する

とともに，新しい林業構造改善事業が必要である。

本年度においては，今後の林構事業のあるべき進路を

決めるための林業構造問題検討費も予算化されており，

新しい設計による第二次林構事業の実施も間近にせまっ

ているといえよう。

そこで本事業の対簸の中で短期的な所得の確保を目的

とした特殊林産物の生産にも積極的に国が助成を行なっ

ており，また実施地域においても主産地化をめざし，そ

の成果はかなりあげている。そこでその成果を簡単に招

介して象たい。

なお，最初に本事業の概要について簡単に説明してか

ら本題に入ることとする。

1．林業鱗造改善事業の概要

1）事業の経総

昭和30年代後半の日本経済の発展には著しいものがあ

り，そのなかで他地域と格差の大きくなっている山村に

ついても諸施策が必要であり，その一つとして，昭和35

年10月農林漁業基本問題調査会から「林業の基本問題と

基本対策」のなかで，林業総合生産の増大，生産性の向

上，林業従事者の所得の向上を図るためには，林業構造

の改善を推進すべきであるという答申があり，これを契

機として林業協業促進対策事業を実施した。

また，昭和38年度には，わが国の林業構造の実態と林

諜総造改善の方向を把握すべく全国18地域に大規模な麩

一
‐
今

⑮
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第2表年度別事業費（単位千円）

一一一一一一一一一一一

－－－I

露~蓮'391404''421431“'451461計
鴻綴斎|,21100110011301144160I(:3H(;:;

指定

年度

事業実施年度

40’411421431“常苧驚'三｢9i｢]呵~§§凧'4'|'601W"

釧職;職割“
39134，9

40

41

431,623

471,630

468,600

（注）（）は追加事業市町村で外数である。

5）事業費

40年度から44年度（終了地域分）までに投じた事業

費は，総額292億7,600万円であり，その事業種目別は

次のとおりである。

（1）経営基盤の充実事業～5億5,300万円

（2）生産基盤の整備事業～203億3,100万門

③資本装備の高度化事業～75億7,100万円

（4）その他事業～8億2,100万円

以上が本事業の概要である。

2．特殊林産物の生産状況について

本題に入るわけであるが，特殊林産物生産の事業主体

は施設森林組合，生産森林組合，艇業協同組合または林

業者の協業体が組合員または椛成員の林業経営の近代化

の促進等を目的として，協業により特殊林産物生産事業

を行なうために必要な機械および施設を設慨する事業で

ある。

補助の対象として，しいたけ生産用機械，施設は，チ

エンソー，軽架線，穿孔機，乾燥機，スプリンクラー，

フレーム，貯水槽等乾燥用建物，作業用建物および集荷

貯蔵庫となっており，なめこ生産用機械，施設はチエン

ソー，軽架線，穿孔機，びん・かん詰用機械等ならびに

作業用建物および集荷貯蔵庫で，これらの付帯施設なら

びにその他の特殊林産物生産の設臘に要する経劉となっ

ている。

そこで今回，44年度までに林業柵造改善事業を終了し

た39～41年度指定の290市町村のうち，特殊林産物の

生産施設を導入して生産した，しいたけ235，なあこ

39,山菜類12市町村についてその成果を述べてふよう。

（1）生産施設の状況

まず，特殊林産物生産のため機械や諸施設の設置に投

入された事業費について承ると，40年度から44年度（終

了地域分の承）まで，総額13憶7千万門となり，事業

区分の資本装備の高度化事業の中で占める割合は28％

であり，また全事業識の中では7％を占めている。1市

町村平均事業蜜は約500万円程度となっている。年度別

事業費の推移は第2表のとおりである。次に，事業実施

計画より生産施設の設隠状況を承ると第3表のとおりで

あり,きわめて積極的な設備投資の意欲が示されている。

②しいたけの生産状況

計|134,984361,32214S6,373f02,969186,20511,371,853
Ｑ
》

第3表生産施設の設置状況（実施計画）

'391“｜狸’
計

'40~4441~4幸2~割
’

。
《

’
チエンソー （台）

軽架線（組）
フレーム （棟）

乾燥機（台）

乾燥用建物（棟）

せん孔機（台）

スプリンクラー（基）

作業用建物（棟）

貯水槽（基）

びん・かん詰用機械(台）

298

96

463

297

172

139

67

129

399

10

215

81

394

450

302

147

172

100

344

16

７
４
７
１
８
２
６
０
２
３

０
９
３
３
５
５
５
３
２
１

３
３
４
２
１
１
１
３

820

271

1,194

1,178

732

438

395

359

1，065

39

しいたけの生産は好調な内外の需要にささえられて相

当な伸びを示しており，林業権造改善事業で生産を実施

している市町村は，事業終了地域290の内235市町村で

その割合は80％となっている。乾，生しいたけの両方

の生産を実施している市町村は130で，乾しいたけのみ

生産している市町村は52，生しいたけの承は53市町村

となっている。

次に，年度別に生産状況をぷると第4表のとおりであ

るが，乾，生しいたけとも相当な伸びを示しており，特

に生しいたけの伸びは大きく，生産額も同様な伸びを示

している。この生産量を全国の生産量（特殊林産物需給

表一林野庁調べ）の中に占める割合についてゑると第5

第4表しいたけの生産状況

唾

伊

4

D

l
l

42

（415）
1，340

（426）
2，626

“
耐
唖
一
唖
麺

生産量|('鰯乾しい

生産額|('鰐’
たけ

(214）
688

IM
(817）
1,671

(845）
632

（945）
1，933

(1,048）
784

単位，生産量＝トン，生産額＝百万門
（）は40年度を100とした指数

(注）1
2
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があげられる。しかし最近では交通の発達や地方都市の

需要もあって，比較的遠隔の地方においてもかなりの生

産をあげている。

参考までに消費動向について，需給表で承ると第6表

のとおりで，40年度を100とした場合の44年度の指数は

乾125％，生は166％となっており，いずれもかなりの

増加傾向を示している。

第6表しいたけの消費量（需給表より）

第5表lLしいたけの全国生産量と林構事業

における生産量推移

品目区分瀞““‘＄“|擬懲聯
114014'|421431"

:脳,職：
トン

乾し全国(A)5,3715,04
いた林椛(B)32268

けB/A60%1

鰯'ﾘ側蝋職！
生し全国“）
いた林椎(B)

けB/A

｜
“
一
切
一
輌
齢

臨建|404'42143
乾しい 4,17014,1434,99116,207

たけ指数10099119148
？
《’29,078

’401

（注）全国生産獄は儒議表による。

表のとおりである。

乾しいたけでば，40年度当初わずか6％であったもの

が，44年度では23％となりきわめて大きな伸びを示し

ている。これをグラフで承ると第1図のとおりである。

34,08934,569

164166
20,7611
指数’001 ；

23,38

11

生しい
たけ

また，輸出の状況を承ると次表のとおりである。

餅雪'4014］｜鍵’4，｜‘‘
輸出蛍
(ﾄﾝ）』,2011＄971』,2591』,9861』,634
’001指数751』051】"｜］4‘（％）

40年度を100とした場合の推移は41年度75％と落ち

ているが，その後はほぼ順調な伸びを示しており輸出も

好調といえる。

次に価格の動向について，本事業における生産者､砿

の40年度から44年度までの推移をみると次のとおりで

ある。

トン

10,000+-

8， 000 ＝

I

6， 000 ロ■■■■

全
掴
生
産
量_n_n

40141421431"
1,9161］,95ヨユ,9"|Ⅱ,"21ユ’92,

4ッ000 －－□■ロ－

計
ア

21

％

生しい
たけ 36613421ヨ6212． 378 406 ‐

21％ （注）単位1kg当たり円

乾しいたけは1,900円台で推移しているが，43年度は

1,632門と値下がりしており，これは避作による需給関

係の影響とみられる。また生しいたけ価格は41年度に前

年比で20円程度値下がりしたがまたもちなおし，価格は

値上がり傾向を示し“年度は1kg当たり400円台を

出している。

（3）なめこの生産状況

本事業で，なめこの生産を実施した地域は，39年度指

定15，40年度指定16，41年度指定8市町村となって

おり，産地はしいたけのように全国的でなく，地域条件

に作用されるところが大きく，東北，北陸地方とその他

2，3県の39市町村であり，これば39～41年度指定全

市町村の13％にあたる。その生産量は第7表のとおり

14％
6％

口

40年度41424344

第1図全国生産量の中に占める本事業の
乾しいたけの牛産景

『

生しいたけの占める割合は，乾しいたけに比べると少

ないがその伸び率は大きい。このほか現在事業を実施し

ている地域の生産鐘を加えると全国生産量の中に占める

割合はかなり大きいものである。

次に，この事業を実施している市町村を地域別に承る

と，ほぼ全国各地にわたっており，乾しいたけでは，お

もな産地といわれる大分，宮崎が，本事業においても生

産鐙，生産規模とも大きなウエイトを占めている。生し

いたけは大都市周辺が比較的多く，北関東や，大阪周辺

－34－
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であり，加工，生なめことも生産蛍，生産額の伸びは相

当なものであるが，生産量の伸びの割合に生産額の伸び

は低くなっており，生産者価格の動向とあわせて今後の

課題といえよう。

次に需給表により全国のなめこの生産量の推移を40年

度から44年度までについて承ると次のとおりである。

した動きを示しているが，山菜ほ生産が季節や天候に左

右されるため，生産量の伸びの大きい反面価格は下がっ

ているので，新製品の開発などにより需要の増大を図る

必要がある。

第8表えのきだけ・山菜の生産状況

扉二ミミ扇電TT"|"14'|&#
坐’4ヨ’
3,6945,3941
17612561

一
“
｜
価
一
姉

（100）（235）
1637

（'0ので罰
411

（389）（446）（434）
606967

（436）（469）（469）
20121121

牛産溌
えのきだけ

生産額

』
■

3，69

なめこ生産は30年ごろまでは天然産にたよっていたが

種菌接種法による人工栽培が普及し，その生産は伸び，

40年からさらにオガ屑を利用しなめこ栽培が始まり，42

年度より急激に増加してきている。林業構造改善事業に

おける生産にもこのような手法を取り入れ先に述べたよ

うな生産をあげている。このように生産されたなめこは

大部分かん詰となるが，そのほかポリエチレン袋に入れ

て生なめことして出荷されている。次に生産者価格につ

↓､て承ると，加工用なめこ，生なめことも下落傾向にあ

るので，なめこ生産にあたっては今後市況の動きについ

て十分なる配慮が必要である。

生産者価格の推移（キ口当たり）
－

心

(注）1
2

単位，生産量＝トン，生産額＝百万円‘

（）は40年度を100とした指数

生産者価格の推移（キ直当たり）

一

扇首逹墜'4014ユ｜狸’431“
提の：’290円’3091 3241 3013'ヨ
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以上述べたように，特殊林産物の生産は内外の需要に

支えられて，毎年増加傾向を示している。特に最近食生

活の高度化，多様化により，また自然食品としての，な

めこ，山菜など加工品の人気は高く，消費は増大してい

る。観光地の店先や，食品店等で，○○森林組合製造と

いった，なめこのびん詰，かん詰，また山菜の加工品，

しいたけなどを承かけることが多いが，そのかなりの部

分が林柵覗業で生産された製品とみられよう。

このように，しいたけなど特殊林産物の生産はきわめ

て順調な成果をあげているが，特殊林産物生産のもつ今

後の問題と検討すべき蝋をあげてみると次のようなこと
がいえよう。すなわち生産者の大部分はその経営が零細

規模であり，生産は天候に左右され，その豊凶が流通，

価絡に大きな変化をもたらすという欠点をもっている。

したがって経営規模の砿犬や低温貯蔵等その対策が必要

である。

また生産がきわめて順調に増大しているだけに，消費

通の限界等も考慮して安定した需要と市場の開拓に努力

する必要がある。次に，原木問題については生産規模の

拡大や適木の奥地化等によって原木価格が高騰し，原木

入手を困難にするものと思われる。このようなことから

資源の育成を図ることも必要である。また労務不足問

題，流通体制の不備等も大きな問題としてあげられる。

このように特殊林産物の生産についてば，今後多くの
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（注）1．単位，生産量＝トン，生産額＝百万円
2．（）は40年度を100とした指数

(4)．えのきだけ，山菜の生産状況

本事業における事業実施市町村は特定な地域に限られ

ており，えのきだけは，富山，石川，長野，山梨,愛知，

岐阜の各県の10市町村で，山菜ほ，新潟，石川，京都
の5市町村となっている。その生産量は第8表のとおり

である。生産量，生産額とも相当な伸びを示している。
次に生産者価格について承ると，えのきだけは割合安定

－35－
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種についても，一定の自然条件と社会経済条件を前提と

して決定されるものである。それゆえ同氏のいわれるよ

うに，無前提に〃広葉樹天然林〃が掲げられているので

はないということである。これらに関しては同書に詳細

説明されているので，合わせてご検討をお願いしたい。

松下氏は，わたくしの〃このような定義が出てくる〃

根拠として，「これは，北海道のどこかの営林局の，ど

こかの経営計画区の説明書かなにかに醤かれていること

そのままなのだと思われる」さらに「一般に大金氏の林

業とは暗に国有林林業のことであり，それもその実態に

つけてのものではなく宝，単に紙の上に表われている国

有林林業のことである場合が多いと見られるが，これも，

その一例とじてよいと思う」と述べられている。資料の'

出所がどこであるかは「林業経営論」の148ページをご

覧いただければおわかりのことと思う。本書では例とし

て，青森県の三本木事業区，北海道の本別事業区，苫小

牧事業区，知内事業区をあげて説明しているのである。

また同氏ほ実態について検討していないかのように述べ

ておられるが，本書の149ページ（第3章第2節3の’

(注)）の関係文献をご検討いただければ，そうでないこ

とがわかっていただけると思う。三本木事業区について

は具体的に測定まで含めた調査をしているし，その他苫

小牧，本別についても実態調査を行なって記嫁を確かめ

ており，これらはそのつど学会にも報告しているのでご

検討願いたい。文献によれば，濁頭に掲げた原型は，以

上のほか北海道各地や，九州にもかつて承られ，さらに

ドイツ，フランス，イギリス等においても，18世紀後半

から表われていることをつけ加えておきたい。なお実態

調査結果だけを帰納的に染約して，上述の定義がなされ

たわけでないことは，同欝を詳しく読んでいただけれぽ

おわかりになると思う。

松下氏は，「ゆがんだ枠を設け，聯柄をすべてその中

に押し込あて見なければ気のすまぬ人」とわたくしを指

摘されているが，むしろ〃ゆがんだ枠〃を設けて批判し

ておられるのが当の松下氏ではあるまいか。それゆえあ，

ら探しが先行して他人の考え方を理解しようとしないの

である。したがって氏の都合のよいところをわずか数行

だけ〃抜き取り検査式〃に取り上げて批判を試みたり＞

見て見ぬふりをしたりするのである。他人の著書を批判

する場合は，これに関連した論文等も含めて検討した上

でなければ決定的なことはいえないように思う。〃一事

が万事'ノというようなことで割り切り，ある程度具体的

に書いてあるものを，バラバラに分解してし室って批判，

するようなことは，科学者，研究者としてとるべき態度

でないように思われるのである。

問題が予想され，したがって生産者も単に生産量の増大

にのみ力を入れるだけでなく，原木の入手計画，品種の

選定，伏込男鍾，新製品の開発，労務問題など生産技術

の向上や，計画的な生産調整，販売等経営全殻のあり方

について十分な努力が必要である。現在乾しいたけにつ

いては出荷調整事業も実施されており，また本事業にお

いても，しいたけ，なめこの集荷貯蔵用施設も助成対象

としており，生産の安定的な増大を図るため諸施策が講

じられている。技術的な指潮としては本事業担当者ばも

ちろんであるが，林業普及指導の一環として林業技術改

良指導員により特殊林産物生産の技術指導も実施されて

いるところである。これら国の各施策や各都道府県の助

成指導とあいまって，生産者の創意工夫と生産意欲によ

って，今後より一層の経営の合理化と協業体の組織強化

を図り，本事業の発展と推進を望むところである。
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林業技術348号（26ページ）に，松下氏よりわたくし

の発想法に対する批判が提示されたが，研究者としての

同氏の批判の態度や，批判の内容に納得のいかない点が

あるので，若干私見を述べさぜていただきたい。

松下氏ばわたくしの「林業経営論」における第3章第

2節の3「小面職皆伐作業と技術」（同畜147ページの

冒頭の部分を取り上げ，「なぜ〃小面積皆伐作業〃が，

無前提に，広藥樹天然林のことに限られなければならな

いのかが何としてもわからないのである」と述べられて

いる。わたくしの述べた冒頭の部分は，あく叢で小面積

皆伐作業の原形を具体的に示したにすぎないのである。

したがって続けて読んでいただければわかるように，

「また漸伐作業と大面積の皆伐作業の中間段階に出現す

るもので，その地域の自然条件，社会経済条件によっ

て，一定の伐区面稜，伐区設定率を決定して明確に本作

業が出現する場合と，単に小面稜（一般的には5ha以

下）の伐区を遂次設定し，皆伐していく場合とが蕊られ

る」とはっきり苫いてあり，すべて冒頭の原形だけに固

執しているのではない。なお，つけ加えておくが，林業

の経営方式は歴史的な類型であり,したがって樹種や,林

亀
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今
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役
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、学会誌等で体系的に批判を展開されたわけではないのものであろうか。また松下氏ともあろう大家が，わたく
で，いちいち反論する必要がないかもしれないが，わたしのような若輩の著書販売の商業広告などに気をとられ

くしの著書の一部を引き合いに出してゆがんで解釈し，ることもあるまいと思う。わたくしの著書や論文に対す

これをもって，〃林学・林業社会人にしばしば承られるる黒田助教授や角館氏，岡氏等の批判，紹介のように，

通弊〃とまでいわれると，あえて反論せざるをえないの真面目な，するどい，生産的な意見を期待したいのであ

である。わたくしの著醤は，現段階ではまったくの問題る。松下氏の古い型にとらわれないものの見方などに，

提起に過ぎない。欠点や説明不足の部分，今後克服すべしばしば共感するものをもっており，日ごろから敬服し

き点はきわめて多いのである。しがって批判は大いにあていた研究者の1人だけに，遠慮せずに意見を述べさせ

、がたいし，結構なことである。しかし無責任な，無原ていただいた次第である。

則な，ゆがんだ発想法に基づく〃あら探し〃はいかがな

､

fー…、季…琴名 秀…、や……、径一…‐￥奄挙一…謹宅垂、争嬉■か…~秒…サ、李寺幸つき…ず…f…＄ぬ

型低木で，北海道から本州の日本海側のブナ林地静に

分布し，多雪環蕊に適応している。

スギ人工林では，エゾユズリハ，ユキツバキ，ツル

アリドオシ，チゴユリ’ヤマソテツ’ミヤマカンスケ

などと，ヒメアオキーツルアリドオシ型の林床型を作

っている。

斜面上部，凸形斜面，山頂綴斜面などのBD(d)型土

壌，スギの地位I～11にわたって現われるが，主とし

て地位Iを指標する。ただしその指標性ばアオキ臓ど

高くない。
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ミズキ科の常緑低木で，高さは3m内外に達する。

葉は大型で対生し，厚くて光沢がある。春，紫褐色の

小花をつけ，めだたないが，冬になると，核果が赤く

色づいて美しい。雌雄異株である。

分布は本州の関東以西，四国，九州，沖縄にまで及

んでいる。しばしば庭木としても植栽され，園芸種が

多い。

おもな生育地は，暖帯の日陰や半日陰で，だれにで

も目につくポピュラーな植物であるが，立地に対する

指鶴生は非常に高い．すなわち地形的には凹形斜面や

山脚部，土壌的にはBE(崩)～BD型,スギの地位では

l～I等地に現われるが，主としてBE(崩)型土壌，

スギのl等地を指標する。

暖帯南部でば，カツモウイノデ型林床型の組成種と

して現われるが，優占度は低い。しかしながらそれよ

り以北では，フユイチゴ，コアカソ，ミゾシダ，タマ

アジサイ’ヤハズアジサイ，モミジウリノキ，ヤブミ

ョウガ,キヨスミヒメワラピ，オオキジノオ，オオバ

ノイノモ1，ソウ,リョウメンシダ，カラスウリ，ビナ

ンカズラなどとともに’アオキーブユイチゴ型の林床

型をかたちづくり，その主要な組成種である。

学名は,Aucubajaponicao属名のAucubaはア

オキバから，和名のアオキは，若いときの枝が緑色で

あることからつけられている。葉が乾くと黒変するこ

とを利用し，民間薬としてよく知られる「ダラニス

ケ｣,「お百草｣の着色剤として用いられているという。

またアオノキの変種であるヒメアオキは，常緑の小
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文・前田禎三（林試）写真・宮川清（林試）
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※ここに紹介する資料は市販されないものです。発行先へ
頒布方を依頼するか，配布先でご覧下さるようお願いいた
します※

遺伝子保存林，関東育種基本区の概要等も記戦されてい

る。

（配付先関東各都県林務部課，同林試，各営林局，

各林木育種場，国立林試）

第2回林業技術シンポジウム

ー林地肥培一
画

全国林業試験研究機関協議会1970.7B5版121P

本譜は，44年3月，全国林業試験研究機関協議会主催

のもとに東京で開催した，林業技術シンポジウムで林地

肥培をとりあげ，その発表および討議内容をとりまとめ

たものである。内容は，

1．成木林肥培試験報告から城隆男

2．間伐直後の林分に対する施肥効果枇尾庫松

3．スギ壮齢林の生育相別施肥試験植田正幸

4山梨県の林地肥培試験遠藤昭

5.スギ成木施肥試験について中島宗昭

6．ヒノキ壮齢林の肥効について桑原武男

7．スギ成木に対する施肥効果那須精明

8．火山灰土じよう地帯におけるクロマツと

スギの幼齢林肥培試験山内孝平

9．討議要旨

（配付先都遡荷県林務部課同林試）

林業試験場研究報告No.229

農林省林業試験場1970年6月B5版212P

本報告の研究課題は，

1．富士山亜高山帯におけるシラビソ林の一次生産

（英文）只木良也，峰屋欣二，栩秋一延，宮内宏，

松田氏淑

2．トドマツ針葉の養分組成と成長および土壌条件と

の関係山本肇，真田悦子

3．トドマツ落葉の分解が土壌におよぼす影響山本

肇，真田悦子

4．トドマツ造林木の養分吸収趾と造林地における養

分循環ならびに土塗の変化について山本雄，真

田悦子

5．カラマツならたけ病に関する研究－特に土壌条件

と発病－小野馨

（配付先都道府県林試，営林局）

。
《

昭和44年度年報第6号（昭45.10）

農林省関東林木育種場B5版86P

本年報中，調査，費料，報告の項では，次の事項が集

録されている。

1．マツの雑種性について(II)－マツ精英樹選出林分

の調査一

2．マツの雑種性について(1I)－マツ糖英樹の気孔一

3．アカマツ採種圏における本数密度別採種量

4．ク鹿マツの授粉時期，回数とタネの収量

5．自動散水によるスギのさし木試験

6．ベーバーポットによるスギ，ヒノキの育苗

7．ペーバーポットによるテーダマツの育苗と造林

8．ガラス室を利用したスギの秋つぎ

9．アカマツ防風林と採穂園における球果の虫害調査

10．マツノシンクイムシ類の彼書状況と防除試験

11．調査研究の発表

12．育種場の刊行物

そのほか，育種場の概況，次代検定林，試験検定林，

林業試験場研究報告No.231

農林省林業試験場1970年10月B5版170P

本報告の研究課題は

1．木材および他材料の表面の感触と皮胸の模型によ

るすべり摩擦係数との関係鈴木正治

2．指からの木材または他材料への熱伝難蹴の相逮
鈴木正治

3．マラヤ産クルイン材のひき板接潜適性

森屋和美，菅野蓑作，千葉保人

4．回転鉋における被削性について（第4報）

北海道地方産材の回転鉋における被削性試験

星通

5．プロットサンプリングとポイントサンプリングと

の比較について神戸喜久，西沢正久

6．吉野林業の育林技術の成立と展開岩水豊

唾付先都道府県林試，営林局）

▲
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凸
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公
害
問
題
に
対
す
る
世
論
が
高
ま
る
に
従
い
、
自
然
環
境
保
全
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
、
そ
の
た
め
の
手
段
方
法
に
関
す
る
論
議
も
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
自
然
潔
境
の

保
全
と
関
連
し
て
、
自
然
保
灌
に
対
す
る
関
心
も
ま
た
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
般
に
自
然
環
境
の
保
全
と
自
然
保
謹
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
、
同
一
概

念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
に
林
業
の
あ
り
方
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
然
環
境
の
保
全
と
い
う
こ
と
ば
、
産
業
の
無
節
度
な
拡
大
に
よ
っ
て
自

然
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
生
物
↓
人
間
の
生
存
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
の
を
防
止
す
る
た

め
、
産
業
廃
棄
物
の
排
出
を
な
く
し
、
空
気
や
河
川
、
海
水
の
汚
染
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
然
保
護
は
、
地
球
上
か
ら
姿
を
消
そ
う
と
し
て
い
る
自

然
の
諸
物
を
保
護
温
存
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

近
ご
ろ
、
わ
が
国
の
林
野
を
最
も
す
ぐ
れ
た
森
林
に
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
そ
の

た
め
に
だ
れ
よ
り
も
努
力
し
て
い
る
林
業
技
術
者
に
対
し
て
、
森
林
の
破
壊
者
で
あ
る
か

の
ど
と
き
告
発
や
非
難
が
あ
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
行
き
過
ぎ
や
過
失
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ

か
に
、
報
道
関
係
や
自
然
保
護
運
動
関
係
に
お
い
て
、
公
害
を
告
発
し
自
然
環
境
保
全
の

キ
ャ
ン
・
ヘ
ー
ン
を
す
る
際
に
、
自
然
環
境
保
全
と
自
然
保
護
の
概
念
を
区
分
せ
ず
に
、
自

然
環
境
保
全
の
必
要
性
を
い
う
べ
き
時
に
も
自
然
保
護
的
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
、

林
業
技
術
者
に
対
す
る
不
当
な
非
難
を
生
む
原
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
非
難
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
と
、
つ
い
に
は
森
林
を
伐
採
す
る
者
は
す
な

わ
ち
森
林
の
破
壊
者
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
自
然
環
境
保
全
と
自
然
保
護
の

概
念
を
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ｌ
こ
ん
な
こ
と
を
、
最
近
痛
切
に
感

じ
て
い
る
の
だ
が
、
わ
た
く
し
だ
け
が
そ
う
感
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
Ｍ
・
Ｎ
）

〃
自
然
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全
と
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保
護
″

《

手
各
守
◇
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創立50周年記念式典ならびに

第26回総会(通常)のお知らせ

総会ならびに各種行事を下記のとおり開催いたし霞すので，ご出席下さるようご案内申上げます。

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫

記

心

I
月日｜時
5月27日（木）自

自

5月28日（金）自

間｜
時分
9：00

10：00

10：00

会 場

東京営林局会議室

膿林年金会館

〃

事行

今
【第18回林業技術コンテスト

理事会

創立50周年記念式典
1．理事長挨拶

::襲賓祝＃
理事長経過報告
功労者の表彰
50周年記念懸賞論文受賞者の表彰
第17回林業技術賞受賞者の表彰
第4回林業技術奨励賞受賞者の表彰
第18回林業技術コンテスト受賞者の表彰

昼食

記念講演藤村重任氏
演題森林政策思考

第26回総会

議題

第1号議案禦蕊度業務報告ならびに収支決算
第2号議案昭和46年度事業計画ならびに収支予算

の件
第3号議案昭和46年度借入金の限度額の件
第4号議案名誉会員推薦の件

藤岡光長賞受賞者の表彰

閉会

50周年記念パーティー

コンテスト参加者都内見学，同左懇談会

自12：40

自13：40

自14：50

自16

17

自17

０
０
０

４
１
３

今

5月29日(土） ｆ
ｉ
ｌ2．総会ならびに創立50周年記念行鞭について

3．銀行よりの借入金について

■ニローーーーニ凸一一一一■＝■一ー一一

一一=マァー~マー…マー▼呑口

協会のうごき
､谷へ”一戸……●…､ダヤ脚｡､｡

し第7回常務理事会q

昭和46年3月23日（火）正午より本会会議で開催

出席者常務理蛎：浦井，遠藤，神足，高見，徳本

参与：伊藤(代)，梅本(代)，柿沼(代)，

仁科(代）

本会より：蓑輪，小田，堀，吉岡，松川

蓑輪理事長挨拶の後，小田専務理事が次の議案につい

て説明した。

1．本会運営について

昭和46年4月10日発行

林業技術第349号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所合同印刷株式会社
ー～

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
祗溌（261）5281（代)～5
．凝善東永60448番）

－40－
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唱
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、
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、
、
、
、
、
、
Ｋ
、
、
馬
、
、
、
氏
、
知
、
、
、
、
、
丸
丸
、
記
へ
、
、
蔦
夫
、
、
、
、
、
気
、
、
、
、
宍
、
受
、
、
、
廷
、
、
、
、
為
、
、
、
滝
、
、
、
第
《
及
塞
、
氏
、
、
、
買
託
、
、
鈴
、
、
災
、
蕊
丸
託
蕊
丸
丸
、
、
父
、
緊
宝
壷
齢
託
宝
至
齢
郡
尭
謎
丸
為
父
氏
氏
竪
丸
建
延

|拝啓益鳥ご清祥のこととおよろこび申し上げます｡協会蕊務運営につき霞して臓平素から蕊1
I灘ご鞭縫を賜わりまことにありがたくあつく御礼申し上げます。
Iさて例年ご愛顧いただいております，当協会考案の「山火事予知ポスター」をよりよいものにい
，たしたき念願から昨年に引続き「下記要領」通り皆を様のご協力を仰ぎたく，ご多忙中恐縮とは
，存じ藍すが，多数ご応募いただきたくお願い申し上げます。敬具
昭和46年3月社団法人日本林業技術協会理事長蓑輪満夫

1

！
＝

1 応募賓格

何の制限もありません。ご家族でも，学
生でも，この種の仕事にご理解下さる方
どなたでも結構です。
募集〆切期日および送付先

《）〆切期日

昭和46年6月30日

仲送付先
東京都千代田区六番町7
日本林業技術協会
電話（261-5281）
審査および発表
《）審査員

日本林業技術協会理事長その他
③発表方法．
入撞着に直接通知するとともに，本協
会会誌「林業技術」に発表

作品（例）（昭和45年ポスター）

4．入賞

入賞者には，賞状および記念品を贈呈
する。
1等2名日本林業技術協会理勤f長賞

副賞として10,000円程度の
記念品

2等3名同上
副賞とし.て5,000円程度の
記念品

佳作若干名に記念品

5．ボスター作成

入選作品のうち特に優秀なものは，昭

和46年度本協会山火事予知ポスター

として使用する。

6．作品の要領

《）要旨
山林火災予防を国民一般に周知させ，
森林愛護の必要性を強調したもの。但
し未発表の創作に限る。

#ウ用紙の大きさと色彩
大きさB4版縦37cm,横26cmを標
準とし，たてがきとする。
〔予知紙を入れる窓(8cm×8cm)を

必ず作ること〕色彩7色以内。
但し山火事予知標示色（明るい紫味
青，にぷ青味紫,灰味赤紫,にぶ赤紫）
の4色は必ず使用のこと。
（油彩，水彩，クレヨン，何でも可）
なお，山火事危険全国推移図もとり入
れること。

的標語（山火事予防）について文語，口
語，長さも自由。但し，山火事予防，
森林愛護を強調した適切なもの。

㈲作品の裏面にも住所，氏名を必ず明記

のこと。

7．その他

《）図案，標語，必ずしも一緒でなくても
結構です。

tウ応募作品は一切返還しません。

㈹入選作品の著作権はすべて日本林業技
術協会に帰属する。

2
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造林立地学入門山国畠_著醍"3…5"〒110
地質，気候，土壌，森林の4編に分けて記述しており，森林の環境を理解し，森林がその環境に
如何に適応したかを解説した，いわゆる適地適木判定の基礎を詳述したものである。

実践林業大学シリーズ

木材商業飯蹴脳新訓270P薯500〒”
商業と木材商業，木材と木材市場木材商業の種類，木材商業金融，木材貿易，木材の輸送と保
管の6章からなり，実務の上で欠かせない事項に重点をおいて，わかりやすく述べている。

～

↑聖林木育種関連日本文献抄

I
.■■■■

戸田良吉編著。B5･362P・¥5000〒110

1696年（元禄9）から1930年（昭和5)までの林木育種とこれに関連する文献2156編を和英

対訳で収録したものを第1巻Aとして刊行，1931年(昭和6）以後のものも近く刊行の運びとな
っている。

農林出版株式会社

⑦105・東京都港区新橋5-33-2．電話（431）0609,3922．振替東京80543番
－－－△マ，ローマ,■マー←‐－へ。－－云云一一一三一四］一■．一Eぎ･津＝門一＝‐‐且一三一一十七一一一℃ー■,幸一-尾÷■一＝←画二五.ら←＝弓一弓｡ 一ﾛ’一一一二
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ゼロの価値を生かす

牛方のo輔6装置
ワンタッチで0位錘セットー目盛の二度

読取り建差引計算の必要がありません。

可 S-25トラコン

最もコンパクトなトランシ

ット

5分読水平分度帰辮式

←O-bac装置

望遠鏡:12X

明るさ抜群薄暮可能

■帰零レバーと遊標暁取窓

、I

I ’
夕

腰
USHIKA1ATWINSTEREOSCOPE 重量

〈ケース共）種別
一

トラコン

望還鏡|薇度分度
正立12X全円

定価
一

27.500匡pNpp|RF'aN口 尺 己 1.3吟歪守12X 全円

1・目盛 1.2吟S-27

S-28

S－32

口径18黒 24．000

(薪藝亮〕製 全長120％ 1.1" 21．500

1．0峰 16．000

4ツの目で確認の
全機種水平及び高度微動装置付、直角副視準器装備

NO'oolオーバ‘汐"認壱二X-巧-L
2人力洞時に見るから観測､判読にぺんりです。

二れまでは、航空写真の実体視による測定に

対して不安を抱く人もありましたが、双視実

体鐘コンド』しT-22ならば、誰でも納得して

しまいます。正殖な判藤、測定はもとより酎

顛、教育、鋭明、報告など力ぐ同時鱈眺めなが

ら出来ます。もちろん眼基線調霊をしても実

体視ば崩れません。

読にぺん

園噌
コンド』し

I
一

直進式でしかも軽く、極針がないので、

図面、写真、デスクをいためません。

讃分車目盛ワンタッチ帰零｡-O-bac装置

変換倍率及び視野(ツマミによるワンタッチ転測

■1.5X･･…|･9150孫■3X……偵75%

《照明装置＞

■6W蛍光灯…(2">■スイツチコードつき

〈寸法》■タテ･･････415認■ヨコ……338％

■高サ･･･177蹄(格納時）306鴻(使用時）

…（

納

追跡子はルーペ式と術計式がありますロ

誌名御記入の上カタログお申しつけ下さし、

血鴛息黛_簔
ushikataTEL(750)0242代表〒145

口
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No．001

No．002

種別|全長量感定胴
jⅢ式

遊標裡式

172鶏【約230爵

362潟 約420斑

重量

3907

4501

定価

15.000

16．500
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－開閉に場所をとらずスペースを立体的に

活用できる引戸式です－
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■オフィス■図書館■学校等に最適

＜お問合せ＞

社団法人日本林業技術協会

※脈冊代刷僅六識町7細‘〒‘“｜TEL代表261-5281

※その他スチール製I砧の全てを取揃えておりますので
ご相談に応じます。

東京銅器株式会社
本社工場東京都板橋区舟渡1－16－6

TELG66)3241(代)～2

輔二工糊火京都仮橋区舟渡1－15

一 二季室三三

8

（
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月
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行
）

JIS-FGB@l号引違害iI範ね
（ガラス・鉄ベース付）

1,760(W)×400(D)×1,760(H)
ベース(H)60

定価¥48,500(送料共）

JIS-FGB3号引達書服亜ね
（ガラス・鉄ペース付）
880(W)×400(D)×1,760(1I)

定価¥27,000(送料共）
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■ススキ防除の特効薬

癌剤30
和訓10⑬フルガリク

●イネ科、カヤツリグサ1斗溌草に選択的に効采があります。
●ズスキには糠に右効で倣かの薬遥でもよく効きますも
●仕事の暇な岬に使用でき、一度の処理で2年以上も布効
です。

●人帝、魚貝剛などに獅性はほとんどなく、安心して使用
でき、目や皮フを刺激したり、悪臭を出した．ﾄ)、鵬発、

火災などの危険性も全くあI)ません。
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価
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料
六
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北海三共様式会江
九州三共様式会註

■■安桝進型■■

＝共株式会粒⑳ 農塞毎東京配中央艇観用“－10－17
査哩営垂涛仙向・お古縦･大哉"薩胤･郵媛


	表1

	表2

	表2対向

	1971年4月号目次

	これからの林業への提言

	論壇_新しい林業技術者像を求めて

	土壌汚染とその影響

	民間企業における林業の研究と事業化

	豪雪地帯におけるスギ林の雪圧害防止対策の効果

	愛知の森林公園

	スギのさし木事業とかん水施設

	山の生活_諏訪の農家

	毒舌有用22／林間漫語12

	最近10カ年における林業のうつりかわり_伐木集運材部門

	最近10カ年における林業のうつりかわり_造園部門

	会員の広場_林業構造改善事業における特殊林産物生産の事業成果について

	会員の広場_「毒舌有用」松下氏に反論する

	どうらん_アオキ

	ぎじゅつ情報

	現代用語ノート_ロータリーエンジン／こだま_自然環境保全と自然保護

	協会からのお知らせ_創立50周年記念式典ならびに第26回総会(通常)のお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


